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契
約
当
事
者
の
地
位
と
形
成
権
㈢

佐

藤

秀

勝

第
一
章

は
じ
め
に

第
一
節

問
題
意
識

第
二
節

検
討
の
対
象
・
方
法
・
順
序

第
二
章

比
較
法

ド
イ
ツ
法
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
検

討

第
一
節

形
成
権
の
譲
渡
に
関
す
る
基
礎
理
論

（
以
上
、
第
五
一
巻
三
号
）

第
二
節

契
約
引
受
と
形
成
権

以
上
、
第
五
一
巻
四
号
）

第
三
節

債
権
譲
渡
と
形
成
権

第
四
節

小

括
（
以
上
、
本
号
）

第
三
章

形
成
権
の
譲
渡
に
関
す
る
基
礎
理
論

第
四
章

類
型
的
考
察

第
五
章

結
び
に
代
え
て

第
二
章

比
較
法

ド
イ
ツ
法
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
検
討

第
三
節

債
権
譲
渡
と
形
成
権

本
節
で
は
、
債
権
譲
渡
の
場
合
に
お
け
る
取

１
）

消
権
・
解

２
）

除
権
の
帰
属
お
よ
び
行
使
方
法
に
関
す
る
議
論
を
扱
う
。
以
下
で
は
、
第
一
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節
で
紹
介
し
た
伝
統
的
見
解
、
合
意
に
基
づ
く
形
成
権
の
譲
渡
を
認
め
る
近
時
の
有
力
な
見
解
、
こ
の
有
力
説
に
対
す
る
批
判
的
見
解

の
順
に
、
債
権
譲
渡
の
ケ
ー
ス
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
整
理
す
る
。

一

伝
統
的
見
解

１

譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
の
立
場

伝
統
的
な
立
場
に
立
つ
見
解
の
多
く
は
、
取
消
権
や
解
除
権
は
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ

く
。
①
取
消
権
・
解
除
権
は
、
契
約
関
係
全
体
を
解
消
す
る
権
利
で
あ
る
か
ら
、
契
約
当
事
者
に
の
み
付
与
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
債

権
譲
渡
の
場
合
、
契
約
当
事
者
は
、
譲
受
人
で
は
な
く
譲
渡
人
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
形
成
権
は
、
譲
渡
人
に
帰
属
す
べ
き
で

３
）

あ
る
。
②
解
除
権
等
の
行
使
に
よ
り
契
約
関
係
の
変
更
を
生
じ
る
と
い
う
よ
う
な
契
約
関
係
へ
の
介
入
に
つ
き
権
限
を
持
つ
の
は
、
契

約
当
事
者
の
地
位
に
あ
る
者
の
み
で
あ
る
。
③
相
手
方
た
る
債
務
者
は
、
そ
れ
ら
の
形
成
権
の
行
使
を
決
断
す
る
に
際
し
て
原
債
権
者

（＝

譲
渡
人
）
と
は
異
な
る
利
益
お
よ
び
動
機
を
有
す
る
新
た
な
当
事
者
（＝

譲
受
人
）
を
甘
受
す
る
必
要
は

４
）

な
い
。
④
取
消
権
や
解

除
権
は
、
契
約
当
事
者
の
地
位
と
不
可
分
に
結
合
し
て

５
）

い
る
。
⑤
譲
渡
人
の
取
消
・
解
除
に
よ
り
譲
渡
債
権
が
消
滅
す
る
場
合
、
譲
受

人
は
譲
渡
人
に
対
し
て
担
保
責
任
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
四
三
七
条
、
現
行
四
三
七
条
、
同
四
五
三
条
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
九
七
条
参
照
）
を
追
及

で

６
）

き
る
。

こ
の
立
場
に
立
つ
場
合
、
さ
ら
に
次
の
二
点
が
問
題
と
な
る
。

第
一
は
、
取
消
権
・
解
除
権
を
特
別
の
譲
渡
行
為
に
よ
っ
て
譲
受
人
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ

を
論
じ
る
文
献
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
否
定
的
な
見
解
が
主
張
さ
れ
て

７
）

い
る
。

第
二
は
、
譲
渡
人
は
取
消
権
・
解
除
権
を
単
独
で
行
使
で
き
る
か
否
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
単
独
行
使
を
認
め
る
見
解
は
少
数
で
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８
）

あ
り
、
多
く
は
、
譲
受
人
の
同
意
を
必
要
と
す
る
（
条
文
上
の
根
拠
と
し
て
は
、
無
権
利
者
の
処
分
に
関
す
る
規
定
（
た
と
え
ば
、
Ｂ

Ｇ
Ｂ
一
八
五
条
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
）。
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
く
。
①
取
消
や
解
除
に
よ
り
、
譲
渡
債
権
や
債
務
不

履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
、
代
償
請
求
権
等
は
打
ち
砕
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
取
消
や
解
除
は
、
そ
れ
ら
の
権
利
を
処

分
す
る
行
為
で

９
）

あ
る
。
②
債
権
譲
渡
に
よ
り
譲
渡
債
権
は
譲
受
人
の
財
産
と
な
る
か
ら
、
譲
渡
人
は
一
方
的
に
譲
受
人
か
ら
債
権
を
奪

っ
て
は
な
ら

10
）

な
い
。

２

譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
の
立
場

右
の
見
解
に
対
し
て
、
少
数
な
が
ら
譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
の
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
解
除
権
や
取
消
権
等
の
非
独

立
的
形
成
権
を
付
随
的
権
利
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
ら
が
債
権
と
と
も
に
譲
受
人
に
移
転
す
る
と
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
〇

一
条

11
）

参
照
）。
そ
れ
ら
の
形
成
権
の
行
使
に
関
し
て
は
、
譲
受
人
の
単
独
行
使
を
認
め
る

12
）

見
解
と
譲
渡
人
の
同
意
を
必
要
と
す
る

13
）

見
解

と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

二

債
権
譲
渡
の
目
的
へ
の
着
目

ゲ
ル
ン
フ
ー
バ
ー
の
見
解

ゲ
ル
ン
フ
ー
バ
ー
は
、
債
権
譲
渡
の
際
の
二
次
的
権
利
の
分
配
に
つ
い
て
、
伝
統
的
見
解
の
前
提

と
り
わ
け
、
他
人
の
法
領
域

へ
の
介
入
の
禁
止

を
批
判
し
た
う
え
で
、
債
権
譲
渡
の
目
的
と
形
成
権
と
の
間
に
存
す
る
関
連
性
に
着
目
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
債
権
譲
渡
の
目
的
と
は
、
債
権
を
流
通
可
能
な
法
取
引
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
譲

渡
人
に
と
っ
て
は
、
債
権
を
満
期
前
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
利
益
と
な
り
、
譲
受
人
に
と
っ
て
は
、
債
務
者
の
給
付

を
、
譲
渡
人
の
中
間
取
得
を
介
す
る
こ
と
な
く
直
接
に
受
領
で
き
る
と
い
う
点
で
利
益
と
な
り
、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
流
通
の

客
体
（
適
切
な
金
融
手
段
）
と
な
る
と
い
う
点
で
利
益
と
な
る
。
他
方
、
債
務
者
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
り
を
持
た
な
い
（
債
権
譲
渡
の
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際
、
債
務
者
の
同
意
や
彼
へ
の
通
知
は
不
要
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
九
八
条
参
照
）。
な
お
、
彼
の
利
益
保
護
は
、
債
権
譲
渡
の
債
務
者

保
護
規
定
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
〇
四
条
）
に
よ
り
貫
徹
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
）。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
ゲ
ル
ン
フ
ー

バ
ー
は
、
譲
受
人
の
み
が
債
権
を
主
張
す
る
権
利
を
有
し
、
ま
た
代
償
物
や
等
価
物
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

14
）

す
る
。

で
は
、
法
定
解
除
権
は
誰
に
帰
属
す
る
か
（
な
お
、
取
消
権
は
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
ゲ
ル
ン
フ
ー

バ
ー
は
、
債
権
譲
渡
に
よ
っ
て
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
に
一
種
の
清
算
共
同
体
（L

iq
u
id
a
tio
n
sg
em
ein
sch

a
ft

）
が
生
じ
る
と
し
た
う

え
で
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
は
、
解
除
権
を
共
同
で
行
使
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
く
。
す
な
わ

ち
、
解
除
権
は
、
そ
の
行
使
に
よ
り
、
広
義
の
債
務
関
係
す
な
わ
ち
契
約
関
係
を
清
算
関
係
へ
と
変
更
す
る
権
利
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
解
除
権
と
損
害
賠
償
請
求
権
と
い
う
債
務
者
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
譲
受
人
の
給
付
請
求
権
に
対
す
る
債
務
者
の
侵
害

侵
害
要
件
（V

erletzu
n
g
sta
tb
esta

n
d

）

か
ら
生
じ
る
が
、
そ
れ
に
つ
き
譲
渡
人
は
、
彼
の
反
対
給
付
義
務
の
脱
落
と
い
う

こ
と
を
通
じ
て
関
わ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
点
で
、
解
除
権
を
、
契
約
関
係
の
支
配
者
で
あ
る
譲
渡
人
に
必
然
的
に
帰
属
す
る
権
利
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
見
る
こ
と
は
、
誤
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
債
権
譲
渡
の
目
的
を
出
発
点
と
す
る
見
解
で
も
、
解
除
権
は
譲
受
人

に
は
分
配
さ
れ
得
な
い
。
解
除
権
は
、
債
権
の
貫
徹
に
資
す
る
権
利
で
は
な
い
し
、
代
償
物
ま
た
は
等
価
物
を
媒
介
す
る
権
利
で
も
な

い
か
ら
で
あ
る
。
譲
受
人
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
解
除
権
は
、
破
壊
的
権
利
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
は
、
譲
受
人

が
侵
害
要
件
の
支
配
者
で
あ
り
、
譲
渡
人
が
法
的
効
果
の
支
配
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
か
ら
、
譲
渡
人
と

譲
受
人
を
一
種
の
清
算
共
同
体
へ
と
結
び
付
け
る
と
い
う
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
得
る
。
そ
こ
で
は
、
解
除
権
は
、
共
同
行
使
の
た
め
に

両
者
に
割
り
当
て
ら

15
）

れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
清
算
共
同
体
を
構
成
す
る
と
考
え
る
場
合
、
両
者
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
か
が
問
題
と
な

る
。
ゲ
ル
ン
フ
ー
バ
ー
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
清
算
共
同
体
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
通
常
は
自
由
な
拒
否
が
支
配

26國學院法學第52巻第2号 (2014)



す
る
共
同
体
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
こ
で
は
、
譲
渡
人
は
譲
受
人
の
提
案
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
と
し
て

16
）

い
る
。

三

合
意
に
基
づ
く
形
成
権
の
移
転
を
認
め
る
見
解

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
見
解
で
は
、
解
除
権
や
取
消
権
の
帰
属
は
、
そ
れ
に
関
す
る
合
意
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な

る
。
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
合
意
が
な
い
場
合
の
法
的
処
理
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
学
説
は
分
か
れ
て
い
る
。

１

譲
渡
人＝

契
約
当
事
者
に
帰
属
す
る
と
の
見
解

こ
れ
は
、
債
権
譲
渡
の
場
合
、
取
消
権
や
解
除
権
が
譲
受
人
に
移
転
す
る
旨
の
合
意
が
な
い
と
き
は
、
そ
れ
ら
は
譲
渡
人
に
帰
属
す

る
と
の
見
解
で

17
）

あ
る
。
こ
の
見
解
の
代
表
的
な
主
張
者
で
あ
る
シ
ェ
イ
ヒ
ン
グ
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

解
除
権
や
取
消
権
の
よ
う
に
、
個
々
の
債
権
で
は
な
く
、
債
務
関
係
全
体
（＝

契
約
関
係
）
の
よ
う
な
包
括
的
な
法
律
関
係
を
目
的

と
す
る
形
成
権
の
場
合
、
そ
の
包
括
的
法
律
関
係
が
移
転
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
形
成
権
が
譲
渡
人
の
手
に
残
る
こ
と
に
は
意
味
が

な
く
、
全
債
務
関
係
の
移
転
が
望
ま
れ
た
こ
と
と
も
矛
盾
す
る
。
こ
の
意
味
で
、
形
成
権
と
法
律
関
係
と
は
不
可
分
で
あ
る
と
言
え

る
。
で
は
、
個
々
の
債
権
が
経
済
的
に
見
て
主
要
な
も
の
（H

a
u
p
tsa
ch
e

）
で
あ
る
と
き
、
形
成
権
を
全
債
務
関
係
と
個
々
の
債
権

の
い
ず
れ
に
割
り
当
て
る
べ
き
か
。
解
除
権
・
取
消
権
は
、
そ
の
実
際
的
な
効
力
か
ら
見
れ
ば
、
譲
渡
さ
れ
る
債
権
が
そ
れ
ら
の
行
使

に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
、
ま
た
は
破
棄
さ
れ
得
る
と
き
、
個
々
の
債
権
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
場
合
譲

受
人
は
、
形
成
権
を
行
使
し
な
い
た
め
に
そ
れ
を
獲
得
す
る
こ
と
に
つ
き
利
益
を
有
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
、
こ
の
種
の
権
利
の

場
合
、
譲
渡
人
は
通
常
そ
れ
ら
を
手
放
す
こ
と
を
望
ま
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
利
益
考
量
に
お
い
て
は
、
形
成

権
を
債
権
に
結
合
な
い
し
帰
属
さ
せ
る
こ
と

そ
れ
に
よ
り
、
形
成
権
は
債
権
に
伴
っ
て
自
動
的
に
移
転
で
き
る
こ
と
に
な
る

を
認
め
る
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
債
権
へ
の
意
識
的
な
割
当
は
許
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
場
合
、
形
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成
権
の
譲
渡
が
疑
い
な
く
望
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら

18
）

な
い
。

以
上
の
よ
う
に
シ
ェ
イ
ヒ
ン
グ
は
、
債
権
譲
渡
の
場
合
、
取
消
権
や
解
除
権
が
移
転
す
る
た
め
に
は
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
明
確
な
合

意
が
必
要
で
あ
る
と

19
）

す
る
。
ま
た
そ
の
際
に
取
消
権
・
解
除
権
の
移
転
に
つ
き
譲
受
人
が
有
す
る
利
益
は
、
そ
れ
ら
が
行
使
さ
れ
な
い

こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

２

債
務
者
の
地
位
と
い
う
観
点
か
ら
形
成
権
を
分
配
す
る
見
解

ネ
ル
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
債
務
者
の
地
位
と
い
う
観
点
か
ら
取
消
権
・
解
除
権
等
の
分
配
を
行
う
こ
と
を
主
張
す
る
。
す
な
わ

ち
、
そ
れ
ら
の
権
利
の
帰
属
に
つ
き
疑
い
が
生
じ
る
場
合
、
債
務
者
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
ど

っ
ち
つ
か
ず
の
状
態
は
、
債
権
者
に
帰
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

20
）

す
る
。

⑴

法
定
解
除
権
・
約
定
解

21
）

除
権

法
定
解
除
権
に
関
し
、
ネ
ル
は
、
金
銭
債
権
の
譲
渡
の
場
合
と
物
債
権
の
譲
渡
の
場
合
を
区
別
す
る
。
し
か
し
結
論
的
に
は
、
そ
れ

ら
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
解
除
権
は
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
金
銭
債
権
の
場
合
、
実
際

に
問
題
と
な
る
の
は
債
務
者
の
履
行
遅
滞
で
あ
る
。
金
銭
債
権
の
譲
受
人
は
、
履
行
請
求
権
お
よ
び
遅
延
損
害
賠
償
請
求
権
を
主
張
で

き
る
。
譲
受
人
へ
の
解
除
権
の
帰
属
を
認
め
、
そ
の
行
使
に
よ
っ
て
不
履
行
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と

も
理
論
的
に
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
履
行
請
求
権
プ
ラ
ス
遅
延
損
害
賠
償
請
求
権
と
い
う
救
済
方
法
以
上
の
も
の
を
も
た

ら
さ
な
い
。
ま
た
、
譲
渡
人
か
ら
解
除
権
を
取
り
上
げ
て
譲
受
人
の
債
権
の
脱
落
を
回
避
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
も
、
解
除
権
の

移
転
は
、（
そ
の
合
意
が
な
い
場
合
）
目
的
を
超
え
て
い
る
。
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
が
原
因
関
係
に
基
づ
い
て
譲
受
人
に
対
し
て
負
う

債
務
に
よ
っ
て
十
分
に
保
護
さ
れ
る
。
②
物
債
権
の
譲
渡
の
場
合
、
解
除
は
譲
受
人
に
は
何
も
も
た
ら
さ
な
い
。
譲
受
人
は
債
務
者
に

対
し
て
給
付
義
務
を
負
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
解
除
に
よ
っ
て
そ
の
義
務
か
ら
免
れ
る
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
た
だ
し
ネ
ル
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は
、
個
別
事
例
に
お
い
て
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
に
対
し
て
内
部
関
係
に
基
づ
い
て
責
任
を
追
及
す
る
つ
も
り
の
場
合
は
別
と
考
え
て
い

る
よ
う
で

22
）

あ
る
）。

約
定
解
除
権
に
つ
い
て
も
、
そ
の
帰
属
に
関
す
る
合
意
が
な
い
場
合
、
状
況
は
法
定
解
除
権
の
場
合
と
同
じ
で
あ
り
、
通
常
譲
受
人

は
約
定
解
除
権
を
有
さ
な
い
、
と

23
）

す
る
。

⑵

意
思
の
瑕
疵
（
錯
誤
、
詐
欺
、
強
迫
）
を
理
由
と
す
る
取
消
権

こ
の
点
に
つ
き
ネ
ル
は
、
意
思
の
瑕
疵
が
譲
渡
人
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
給
付
に
関
連
す
る
場
合
、
取
消
権
は
譲
渡
人
に
帰
属
し
、

意
思
の
瑕
疵
が
債
務
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
給
付
に
関
連
す
る
と
き
は
譲
受
人
に
帰
属
す
る
と

24
）

す
る
。
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
後
に

改
め
て
取
り
上
げ
る
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
る
（
後
述
３
⑷
、
４
⑶
を
参
照
）。

３

補
充
的
契
約
解
釈
を
行
う
見
解

こ
の
見
解
は
、
形
成
権
の
帰
属
に
関
す
る
合
意
の
欠
缺
を
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
り
当
事
者
の
仮
定
的
意
思
の
確
定
す
る
こ
と
を

通
じ
て
補
充
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
デ
ル
ナ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
場
面
で
は
、
当
該
紛

争
を
解
決
す
る
た
め
の
制
定
法
上
の
任
意
規
定
は
な
く
、
当
事
者
間
の
合
意
も
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
二
重
の
欠
缺
」
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
補
充
す
る
方
法
に
は
、
任
意
法
規
（
お
よ
び
そ
の
継
続
的
形
成
）
と
補
充
的
契
約
解
釈
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
問
題
は
両
者
の
適
用
関
係
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
、
解
決
の
対
象
と
な
る
事
態
が
典
型
的
な
も
の
で

あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
、
後
者
は
、
事
態
が
非
典
型
的
で
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
て

25
）

い
る
。
こ
の
図
式
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で

紹
介
す
る
見
解
は
、
後
者
の
方
法
を
採
用
す
る
も
の
と
言
え
る
。

こ
の
見
解
の
特
徴
は
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
際
し
て
債
権
譲
渡
の
原
因
関
係
ご
と
に
類
型
的
考
察
を
行
い
、
譲
渡
人
・
譲
受
人
・
債

務
者
の
利
益
を
詳
細
に
考
量
す
る
点
に
あ
る
。
具
体
的
な
類
型
と
し
て
は
、
①
債
権
売
買
、
②
担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡
、
③
取
立
の
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た
め
の
債
権
譲
渡
、
④
間
接
代
理
が
挙
げ
ら
れ
て

26
）

い
る
。

⑴

債
権
売
買

議
論
が
最
も
錯
綜
し
て
い
る
の
は
、
債
権
売
買
の
場
面
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
経
済
的
な
目
的
を
確
認
し
た
う
え
で
形
成
権
の
分
配

に
関
す
る
議
論
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

ア

経
済
的
目
的

債
権
売
買
の
経
済
的
目
的
は
、
金
銭
債
権
の
売
買
の
場
合
と
物
（
引
渡
）
債
権
の
売
買
の
場
合
と
で
異
な

る
。
シ
ュ
ベ
ン
ツ
ア
ー
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
、
債
権
の
財
産
的
価
値
の
資
金
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
殊
な
融
資
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
債
権
者
の
二
次
的
権
利
の
中
で
実
際
に
使
え
る
も
の
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
権
利
の
帰
属
の
問
題
は
ご
く
わ
ず
か

な
意
味
し
か
な
い
。
他
方
後
者
は
、
経
済
的
に
見
れ
ば
「
不
完
全
な
契
約
引
受
」
で
あ
る
（
本
章
第
二
節
注

63
）参
照
）。
通
常
、
物

債
権
の
売
買
の
背
後
に
あ
る
目
的
は
、
譲
受
人
が
債
務
者
に
物
の
給
付
を
請
求
し
て
そ
れ
を
保
持
す
る
こ
と
、
そ
し
て
内
部
関
係
（
譲

渡
人
・
譲
受
人
間
）
に
お
い
て
は
、
譲
受
人
が
反
対
給
付
を
調
達
す
る
（A

u
fb
rin
g
en

）
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
譲
受
人
は
こ

の
反
対
給
付
を
、
直
接
債
権
者
（
つ
ま
り
譲
渡
人
の
相
手
方
で
あ
る
債
務
者
）
に
提
供
す
る
か
、
譲
渡
人
を
通
じ
て
提
供

27
）

す
る
）。
も

っ
と
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
物
債
権
の
売
買
と
不
完
全
な
契
約
引
受
を
同
視
し
な
い

28
）

立
場
や
、
不
完
全
な
契
約
引
受
と
い
う
視
点
を

取
り
入
れ
て
い
な
い

29
）

立
場
も
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

イ

形
成
権
の
帰
属

⒜

法
定
解
除
権

法
定
解
除
権
に
つ
い
て
は
、
物
債
権
の
売
買
と
金
銭
債
権
の
売
買
を
区
別
し
て
論
じ
る
立
場
と
区
別
し
な
い

立
場
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
後
者
の
立
場
に
お
け
る
理
由
づ
け
は
、
前
者
に
お
け
る
物
債
権
の
売
買
に
関
す
る
理
由
づ
け
と
ほ
ぼ
共
通

し
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
物
債
権
の
売
買
と
金
銭
債
権
の
売
買
を
区
別
し
て
議
論
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

物
債
権
の
売
買

学
説
で
は
、
譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
の
見
解
が
多
い
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
①
ま
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ず
譲
受
人
の
立
場
に
つ
い
て
。
彼
は
、
解
除
権
の
行
使
ま
た
は
不
行
使
を
決
定
す
る
こ
と
に
つ
き
強
い
利
益
を
有
し
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
譲
受
人
は
、
彼
の
意
思
に
反
す
る
解
除
権
の
行
使
に
よ
り
譲
渡
債
権
や
損
害
賠
償
請
求
権
を
失
う
た
め
、
譲
渡
人
に
よ
る
解
除

権
の
行
使
を
回
避
す
る
こ
と
に
つ
き
大
き
な
関
心
を
有
し
て
い
る
か
ら
で

30
）

あ
る
。
ま
た
、
物
債
権
の
売
買
を
不
完
全
な
契
約
引
受
と
見

る
立
場
で
も
、
こ
の
場
合
、
解
除
権
を
行
使
す
る
か
否
か
は
譲
受
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て

31
）

い
る
。
な
お
、
解

除
権
を
、
債
務
者
に
よ
る
履
行
を
達
成
す
る
た
め
の
強
制
手
段
と
見
る
見
解
も

32
）

あ
る
。
②
次
に
、
譲
渡
人
の
立
場
に
つ
い
て
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
大
き
く
三
つ
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
は
、
譲
渡
人
は
解
除
権
の
行
使
に
つ
き
独
自
の
利
益
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う

点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
債
権
譲
渡
の
後
に
債
務
者
が
履
行
遅
滞
に
陥
っ
た
よ
う
な
場
合
、
そ
の
こ
と
は
譲
渡
人
の
危
険
領

域
と
は
も
は
や
関
わ
り
が
な
い
た
め
、
債
務
が
適
時
に
履
行
さ
れ
る
こ
と
は
譲
渡
人
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で

33
）

あ
る
。
ま

た
、
譲
渡
人
は
、
譲
受
人
と
の
間
で
債
務
者
に
対
す
る
債
権
を
現
金
と
交
換
し
て
い
る
の
で
、
譲
渡
債
権
に
関
し
て
は
、
そ
れ
に
よ
っ

て
債
務
者
と
の
関
係
か
ら
離
脱
し
て

34
）

い
る
。
さ
ら
に
物
債
権
の
譲
渡
を
不
完
全
な
契
約
引
受
と
見
る
見
解
で
は
、
譲
渡
人
が
契
約
関
係

か
ら
脱
退
す
る
こ
と
が
債
権
譲
渡
の
目
的
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
譲
受
人
の
解
除
に
よ
り
譲
渡
人
は
不
当
な
目
に
あ
わ
な
い
（
こ

の
見
解
で
は
、
こ
の
場
合
、
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
で
履
行
引
受
が
生
じ
る
）
と
さ
れ
て

35
）

い
る
。
第
二
は
、
債
権
売
買
の
場
合
、
譲
渡
人

は
譲
受
人
か
ら
債
権
の
対
価
を
受
領
し
て
い
る
と
い
う
点
で

36
）

あ
る
。
第
三
は
、
譲
受
人
に
よ
り
解
除
権
が
行
使
さ
れ
て
も
、
そ
れ
に
よ

っ
て
譲
渡
人
は
、
譲
受
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、

債
権
の
売
主
は
、
債
権
の
法
的
存
立
に
つ
き
担
保
責
任
を
負
う
と
さ
れ
て
い
る
が
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
四
三
七
条
（
現
行
法
で
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四

三
七
条
、
同
四
五
三
条
）、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
九
七
条
）、
こ
の
場
面
で
は
、
売
主
は
、
債
権
の
譲
渡
に
よ
っ
て
そ
の
義
務
を
履
行
し
て
い

る
た
め
、
担
保
責
任
を
負
わ
な
い
と
の
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
担
保
責
任
の
適
用
範
囲
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
譲
受
人
は
自

ら
の
解
除
権
行
使
に
よ
っ
て
債
権
を
消
滅
さ
せ
て
い
る
た
め
、
担
保
責
任
の
追
及
は
矛
盾
行
為
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る
。
な
お
、
譲
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渡
人
が
債
務
者
の
不
履
行
の
場
合
に
も
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
を
引
受
け
た
場
合
で
も
、
譲
受
人
は
損
害
軽
減
義
務
を
負
う
の
で
、
彼

は
譲
渡
人
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
方
法
で
解
除
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
て

37
）

い
る
（
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
）。

③
債
務
者
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
は
債
務
不
履
行
を
生
じ
さ
せ
た
た
め
保
護
に
値
し
な
い
と
か
、
債
権
譲
渡
の
債
務
者
保
護
規

定
の
類
推
適
用
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
等
の
理
由
に
よ
り
、
債
務
者
の
保
護
と
い
う
こ
と
は
、
形
成
権
の
移
転
を
否
定
す
る
根
拠
に
は
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
本
章
第
一
節
二
３
⑶
参
照
。
な
お
以
下
で
は
、
重
複
を
避
け
る
た
め
、
債
務
者
の
立
場
に
関
す
る
理
由
づ
け

は
省
略
す
る
）。

金
銭
債
権
の
売
買

こ
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
の
見
解
と
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
の
見
解
が
主
張
さ

れ
て
い
る
。
前
者
は
そ
の
論
拠
と
し
て
、
物
債
権
の
売
買
に
関
す
る
の
と
同
じ
論
拠
の
ほ
か
、
譲
渡
人
の
解
除
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り

金
銭
債
権
の
流
通
性
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う
点
を
挙

38
）

げ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
こ
の
場
合
、
譲
受
人
は
解
除
権
の
所
持
に
つ
き

利
益
を
有
す
る
が
、
譲
渡
人
も
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
か
解
除
（
そ
の
結
果
生
じ
る
原
状
回
復
請
求
）
を
す
る
か
に
つ
き
選
択
す
る
利

益
を
有
し
て
お
り
、
後
者
の
利
益
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
い

39
）

う
点
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
と
い

40
）

う
点
を
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

⒝

約
定
解
除
権

約
定
解
除
権
に
つ
い
て
は
、
法
定
解
除
権
と
同
じ
理
由
に
よ
り
譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
の
見
解
の

41
）

ほ
か
、
約

定
解
除
権
が
債
権
関
連
性
を
有
す
る
か
（
ま
た
は
債
権
志
向
的
か
）、
そ
れ
と
も
債
務
関
連
性
を
有
す
る
か
（
ま
た
は
債
務
志
向
的
か
）

に
よ
り
区
別
す
る
見
解
が
あ
る
（
な
お
、
こ
の
区
別
の
先
駆
的
主
張
者
は
、
後
述
す
る
デ
ル
ナ
ー
で
あ
る
）。
以
下
で
は
後
者
の
見
解

の
み
を
取
り
上
げ
る
。

債
権
関
連
性
を
有
す
る
場
合

こ
れ
は
、
た
と
え
ば
譲
渡
人
Ａ
が
相
手
方
Ｃ
か
ら
自
動
車
を
購
入
す
る
際
、
Ｃ
に
債
務
不
履

行
が
あ
っ
た
場
合
に
は
当
該
契
約
を
解
除
で
き
る
旨
の
合
意
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
Ａ
は
引
渡
債
権
を
Ｂ
に
譲
渡
し
た
と
い
う
場
合
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で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
解
除
権
は
、
債
務
者
の
不
履
行
に
対
す
る
債
権
者
の
救
済
と
し
て
合
意
さ
れ
て
お
り
、
譲
渡
債
権
に
関
連
し
て

発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
譲
渡
人
は
、
債
権
譲
渡
後
は
解
除
権
の
行
使
つ
き
利
益
を
有
し
て
い
な
い
。
他
方
譲
受
人
は
、

譲
渡
債
権
を
他
人
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
な
い
利
益
を
有
す
る
。
以
上
に
よ
り
、
こ
の
場
合
約
定
解
除
権
は
、
譲
受
人
へ
移
転
す
る
と
さ

れ
て

42
）

い
る
。

債
務
関
連
性
を
有
す
る
場
合

こ
れ
は
、
た
と
え
ば
譲
渡
人
Ａ
が
相
手
方
Ｃ
か
ら
自
動
車
を
購
入
す
る
際
、
Ａ
が
金
融
機
関

か
ら
購
入
資
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
売
買
契
約
を
解
除
で
き
る
旨
の
合
意
が
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
Ａ
は
、
引
渡
債
権

を
譲
受
人
Ｃ
に
譲
渡
し
た
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
約
定
解
除
権
は
、
譲
渡
人
の
反
対
給
付
義
務
（
代
金
支
払
債
務
）
に
関

連
し
て
発
生
し
、
そ
の
義
務
か
ら
譲
渡
人
を
解
放
す
る
こ
と
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
譲
受
人
に
は
、
こ
の
場
合
に
解
除
権
を
行

使
す
る
い
わ
れ
は
な
い
。
ま
た
、
譲
受
人
は
、
双
務
的
に
結
合
し
て
い
る
債
権
を
取
得
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
債
権
は
譲
渡
人
が
彼

の
債
務
を
履
行
す
る
場
合
に
の
み
貫
徹
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
（
な
お
、
譲
渡
人
が
解
除
す
る
場
合
、
譲
受

人
は
、
譲
渡
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
）。
以
上
に
よ
り
、
こ
の
場
合
約
定
解
除
権
は
、
譲

渡
人
に
帰
属
す
る
と
さ
れ
て

43
）

い
る
。

⒞

取
消
権

取
消
権
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
場
合
分
け
を
す
る
見
解
が
多
い
。
そ
の
区
別
の
方
法
に
つ
き
、
物
債
権
の
売
買

と
金
銭
債
権
の
売
買
を
区
別
す
る

44
）

見
解
と
、
取
消
権
が
債
権
に
関
連
す
る
か
債
務
に
関
連
す
る
か
で
区
別
す
る
見
解
（
後
者
の
区
別
の

先
駆
的
主
張
者
は
、
デ
ル
ナ
ー
で

45
）

あ
る
）
が
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
前
者
に
お
け
る
物
債
権
の
譲
渡
の
場
合
と
後
者
に
お
け
る
取
消

権
が
債
権
に
関
連
す
る
場
合
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
（
例：

譲
渡
人
Ａ
は
、
錯
誤
に
基
づ
き
、
Ｃ
か
ら
実
際
に
は
二
〇
〇
ユ
ー
ロ
の

価
値
し
か
な
い
商
品
を
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
購
入
し
た
。
そ
の
後
Ａ
は
、
そ
の
引
渡
請
求
権
を
Ｂ
に
譲
渡
し
た
（
以
下
、
例
一
と
す

る
））。
ま
た
、
前
者
に
お
け
る
金
銭
債
権
の
売
買
の
場
合
と
後
者
に
お
け
る
取
消
権
が
債
務
に
関
連
す
る
場
合
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
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（
例：

Ａ
が
、
錯
誤
に
基
づ
き
、
実
際
に
は
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
価
値
が
あ
る
商
品
を
一
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
Ｃ
に
売
却
し
た
。
そ
の
後
Ａ
は
、

当
該
代
金
債
権
を
Ｂ
に
譲
渡
し
た
（
以
下
、
例
二
と

46
）

す
る
））。
こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
想
定
さ
れ
て
い
る
場
面
と
い
う
点
で
は
、
両
者

の
見
解
に
は
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
両
者
を
区
別
せ
ず
、
問
題
と
な
る
場
面
に
着
目
し
て
学
説
の

整
理
を
行
う
。

物
債
権
の
売
買
の
場
合
・
取
消
権
が
債
権
に
関
連
す
る
場
合
（
例
一
を
参
照
）

〔
Ａ
〕

譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
の
見
解

こ
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
取
消
権
は
譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
の
見
解
が
多
い
。
そ
の
理

由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
こ
の
場
合
譲
渡
人
は
、
売
買
目
的
物
の
代
金
（
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
）
に
相
当
す
る
譲
渡
債
権
の
対
価
を

受
領
す
る
。
そ
の
た
め
、
彼
に
と
っ
て
譲
渡
人
・
債
務
者
間
の
契
約
が
取
り
消
さ
れ
る
か
否
か
は
、
た
い
て
い
は
重
要
で
は

47
）

な
い
。
②

譲
受
人
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
譲
渡
人
の
錯
誤
に
よ
り
生
じ
た
給
付
と
反
対
給
付
の
不
均
衡
は
、
物
引
渡
債
権
の
譲
渡
に
よ
り
、
譲
受

人
の
も
と
で
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
て
い
る
（
こ
の
場
合
、
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
に
は
、
給
付
と
反
対
給
付
の
不
均
衡
（In

a
-

q
u
iv
a
len
z

）
が
存
在
す
る
。
例
一
で
言
う
と
、
譲
受
人
は
、
二
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
価
値
を
有
す
る
物
を
受
領
す
る
が
、
譲
渡
人
に
対
し
、

債
権
の
対
価
と
し
て
物
の
代
金
（
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
）
に
相
当
す
る
金
額
を
支
払
う
こ
と
に

48
）

な
る
）。
③
物
債
権
の
売
買
の
場
合
、
実

際
に
は
不
完
全
な
契
約
引
受
が
問
題
と
な
っ
て

49
）

い
る
。
④
売
買
契
約
等
の
締
結
の
時
点
で
目
的
物
に
瑕
疵
が
あ
る
た
め
に
取
消
権
が
発

生
す
る
場
合
、
錯
誤
や
詐
欺
を
理
由
と
す
る
取
消
権
と
瑕
疵
担
保
解
除
権
が
生
じ
得
る
が
、
両
者
の
間
に
は
交
換
可
能
性
が
あ
る
。
よ

っ
て
、
取
消
権
の
帰
属
の
判
断
に
際
し
て
は
、
解
除
権
に
関
す
る
の
と
同
じ
考
え
方
に
よ
り
判
断
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
物
債
権
の
売
買
の
場
合
に
解
除
権
の
移
転
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
取
消
権
も
ま
た
、
譲
受
人
に
帰
属
し
得
る
こ
と

に

50
）

な
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
譲
受
人
へ
の
取
消
権
の
移
転
を
認
め
る
場
合
、
そ
れ
を
譲
受
人
が
有
す
る
利
益
と
は
何
か
が
問
題
と
な
る
。
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こ
の
点
に
つ
い
て
は
、（
譲
受
人
の
取
消
権
不
行
使
に
よ
り
）
譲
渡
人
・
債
務
者
間
の
契
約
が
維
持
さ
れ
る
と
い
う
点
に
求
め
る

51
）

見
解

と
、
譲
受
人
に
と
っ
て
取
消
権
の
行
使
が
可
能
と
な
る
点
に
求
め
る

52
）

見
解
が
見
ら
れ
る
。

〔
Ｂ
〕

譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
の
見
解

こ
れ
は
、
例
一
の
場
合
、
譲
渡
人
の
錯
誤
は
譲
受
人
へ
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
た

め
、
譲
受
人
は
、
債
権
譲
渡
の
原
因
関
係
の
取
消
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
得
る
こ
と
か
ら
、
取
消
権
は
債
権
譲
渡
後
も
譲
渡
人
に
帰
属
す

る
と
の
見
解
で

53
）

あ
る
。

金
銭
債
権
の
売
買
・
取
消
権
が
債
務
に
関
連
す
る
場
合
（
例
二
を
参
照
）

こ
の
場
合
、
取
消
権
は
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
こ
の
場
合
に
お
け
る
譲
渡
人
の
錯
誤
は
、
彼
が
提
供
す
る
物
給
付
に
関
連
し
て

い
る
。
こ
の
と
き
、
錯
誤
の
経
済
的
な
結
果
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
譲
渡
人
で
あ
る
（
こ
の
場
合
、
Ａ
は
、
五
〇
〇
ユ
ー

ロ
の
価
値
の
あ
る
物
を
錯
誤
に
よ
り
一
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
売
却
し
て
い
る
）。
②
こ
れ
に
対
し
て
譲
受
人
は
、
物
給
付
の
提
供
と
何
ら
関

わ
り
を
有
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
彼
が
譲
渡
人
に
支
払
っ
た
債
権
の
代
金
と
（
錯
誤
に
よ
り
合
意
さ
れ
た
）
代
金
支
払
債
権
と
の
間
に

不
均
衡
は
な
い
か
ら
、
譲
受
人
は
不
利
益
を
被
ら
な
い
（
Ａ
は
、
Ｂ
か
ら
譲
渡
債
権
（
一
〇
〇
ユ
ー
ロ
）
の
対
価
を
受
領
す
る
に
過
ぎ

な
い
）。
こ
の
場
合
に
譲
渡
人
に
よ
り
取
消
権
が
行
使
さ
れ
る
と
し
て
も
、
譲
受
人
は
担
保
責
任
お
よ
び
損
害
賠
償
請
求
権
に
よ
る
保

護
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

54
）

な
い
。

⑵

担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡

ア

経
済
的
目
的

担
保
目
的
の
た
め
の
債
権
譲
渡
は
、
債
務
者
（＝

譲
渡
人
）
に
与
え
ら
れ
た
信
用
の
担
保
の
た
め
に
債
権
を

債
権
者
（＝

譲
受
人
）
に
移
転
す
る
も
の
で

55
）

あ
り
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
延
長
さ
れ
た
所
有
権

56
）

留
保
や
包
括
的
債
権
譲
渡

の
形
で
行
わ
れ
て

57
）

い
る
。
こ
れ
は
、
法
的
性
質
と
し
て
は
、
信
託
的
債
権
譲
渡
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
債
務
者

と
の
関
係
（
対
外
的
関
係
）
に
お
い
て
は
、
譲
受
人
は
す
べ
て
の
債
権
者
た
る
地
位
を
取
得
す
る
。
他
方
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
（
対
内
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的
関
係
）
で
は
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
と
の
合
意
に
拘
束
さ
れ
、
こ
の
合
意
の
枠
内
で
債
権
を
処
分
す
る
権
限
を
有

58
）

す
る
。

な
お
、
要
件
面
で
は
、
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
で
相
違
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
で
は

債
権
質
と
は
異
な
り
（
Ｂ
Ｇ

Ｂ
一
二
八
〇
条
）

債
務
者
へ
の
通
知
は
要
求
さ
れ

59
）

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
債
権
質
と
同
じ
目
的
に
資
す
る

と
の
理
由
か
ら
、
質
権
設
定
に
関
す
る
公
示
規
定
（
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
五
二
条
）
が
類
推
適
用
さ

60
）

れ
る
。
も
っ
と
も
、
登
記
記
載
（B

u
-

ch
v
erm

erk

）
に
よ
り
必
要
な
公
示
が
な
さ
れ
る
と
き
は
、
黙
示
の
債
権
譲
渡
の
形
で
行
う
こ
と
が
で

61
）

き
る
。

イ

形
成
権
の
帰
属

形
成
権
の
帰
属
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
次
の
よ
う
な
対
立
が
あ
る
。

〔
Ａ
〕

譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
の
見
解

こ
の
見
解
の
根
拠
は
、
債
権
の
譲
渡
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
場
合
の
経
済
的
な
支
配

者
は
譲
渡
人
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
担
保
の
合
意
に
よ
れ
ば
、
担
保
権
者
は
、
担
保
の
原
因
事
実
（S

ich
eru

n
g
s-

fa
ll

）
が
あ
る
場
合
に
は
じ
め
て
譲
渡
債
権
を
処
分
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
は
、
譲
渡
人
が
依
然
と
し
て
債
権
の
経
済
的
な
支
配

者
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
、
そ
の
処
分
の
自
由
を
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
さ
れ
て

62
）

い
る
。

〔
Ｂ
〕

譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
の
見
解

こ
の
見
解
の
主
な
根
拠
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
債
権
者
は
担
保
の
た
め
に
譲
渡
さ

れ
た
債
権
が
現
実
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
満
足
を
得
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
譲
渡
人
側
の
取
消
や
解
除
に
よ
り
当
該
債
権

が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
危
険
が
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
譲
受
人＝

担
保
権
者
は
、
譲
り
受
け
た
債
権
を
失
わ
な
い
こ
と
に
つ
き
利

益
を
有
し
て
い
る
）。
②
担
保
が
要
求
さ
れ
る
の
は
債
務
者
（＝
譲
渡
人
）
の
資
力
に
問
題
が
あ
る
と
き
で
あ
り
、
譲
受
人
の
譲
渡
人

に
対
す
る
請
求
権
を
認
め
て
も
ほ
と
ん
ど
無
意
味
で

63
）

あ
る
。
③
担
保
権
者
は
、
譲
渡
債
権
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
形
成
権
を

取
得
す
る
利
益
を
有
す
る
（
た
と
え
ば
、
Ａ
が
、
Ｂ
に
対
す
る
貸
金
返
還
債
務
の
担
保
の
た
め
に
、
Ｃ
と
の
生
命
保
険
契
約
か
ら
生
じ

る
請
求
権
を
Ｂ
に
譲
渡
し
た
場
合
、
Ｂ
に
生
命
保
険
契
約
の
告
知
権
が
譲
渡
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｂ
は
自
ら
生
命
保
険
契

約
に
つ
き
告
知
権
を
行
使
し
、
解
約
返
戻
金
を
取
り
立
て
る
こ
と
が
で

64
）

き
る
）。
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〔
Ｃ
〕

時
期
的
な
区
分
を
設
け
る
見
解

こ
れ
は
、
担
保
の
原
因
事
実
の
発
生
前
は
、
形
成
権
（
な
お
、
こ
の
見
解
で
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
は
告
知
権
で
あ
る
）
は
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
が
、
発
生
後
は
、
債
権
質
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
八
三
条
三
項
の
法

65
）

思
考
に
基

づ
き
、
譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
の
見
解
で

66
）

あ
る
。

⑶

取
立
の
た
め
の
債
権

67
）

譲
渡

ア

経
済
的
目
的

取
立
の
た
め
の
債
権
譲
渡
の
場
合
、
譲
受
人
は
、
対
外
的
に
は
債
権
の
所
持
者
た
る
地
位
を
完
全
に
取
得
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
譲
受
人
は
、
実
体
法
的
に
も
手
続
法
的
に
も
完
全
な
処
分
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
譲
り
受
け
た
債
権
を
自
己

の
名
で
取
り
立
て
る
こ
と
が
で

68
）

き
る
。
し
か
し
対
内
的
に
は
、
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
と
の
委
任
契
約
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
六
二
条
以
下
、
Ａ
Ｂ

Ｇ
Ｂ
一
〇
〇
二
条

69
）

以
下
）
に
基
づ
き
、
譲
渡
人
の
利
益
の
た
め
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
受
領
し
た
も
の
を
譲
渡
人
に
引

き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら

70
）

な
い
。
こ
の
た
め
、
取
立
の
た
め
の
債
権
譲
渡
は
、
信
託
的
債
権
譲
渡
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

71
）

い
る
。

イ

形
成
権
の
帰
属

こ
の
場
合
に
お
け
る
形
成
権
の
帰
属
に
つ
き
、
学
説
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
す
る
。
そ

の
根
拠
と
し
て
、
①
経
済
的
観
点
か
ら
み
る
と
、
こ
の
場
合
の
債
権
の
経
済
的
な
所
持
者
は
、
譲
渡
人
で
あ
る
と
い

72
）

う
点
、
②
取
立
の

た
め
の
債
権
譲
渡
の
場
合
、
譲
受
人
は
、
委
任
に
基
づ
き
委
任
者
の
利
益
の
た
め
に
債
権
の
取
立
を
行
う
と
い
う
点
、
③
譲
渡
人
に
よ

る
解
除
権
等
の
行
使
に
よ
り
譲
渡
債
権
が
消
滅
す
る
と
し
て
も
、
譲
受
人
の
利
益
は
、
委
任
の
危
険
移
転
ル
ー
ル
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
四
四

条
、
同
六
四
五
条
の
類
推
）
に
よ
り
十
分
保
護
さ
れ
る
と
い
う

73
）

点
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑷

間
接
代
理

ア

経
済
的
目
的

間
接
代
理
に
つ
い
て
は
、
お
も
に
問
屋
を
念
頭
に
お
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
間
接
代
理

人
た
る
問
屋
は
、
問
屋
契
約
の
締
結
に
よ
り
、
自
己
の
名
に
お
い
て
、
し
か
し
本
人
た
る
委
託
者
の
計
算
に
お
い
て
物
品
等
の
買
入
や

売
却
を
行
う
（
ド
イ
ツ
Ｈ
Ｇ
Ｂ
三
八
三
条
以
下
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
事
業
法
（
Ｕ
Ｇ
Ｂ
）
三
八
三
条
以
下
）。
委
託
者
と
相
手
方
と
の
法
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律
関
係
が
生
じ
る
た
め
に
は
、
問
屋
か
ら
委
託
者
へ
所
有
権
の
譲
渡
や
債
権
譲
渡
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
間

接
代
理
で
は
、
そ
の
経
済
的
な
効
果
は
、
最
終
的
に
は
委
託
者
に
帰
属
す
る
。

イ

形
成
権
の
帰
属

間
接
代
理
に
お
い
て
間
接
代
理
人
が
そ
の
取
得
し
た
債
権
を
本
人
に
譲
渡
す
る
場
合
に
つ
き
、
学
説
の
多

く
は
、
取
消
権
・
解
除
権
も
そ
れ
に
伴
っ
て
譲
受
人
（＝

本
人
）
へ
移
転
す
る
と
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
間
接
代
理
人
は
、
自
己

の
名
に
お
い
て
相
手
方
と
契
約
を
締
結
す
る
が
、
そ
れ
は
、
本
人
の
委
託
に
基
づ
き
、
本
人
の
計
算
に
お
い
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

そ
の
経
済
的
効
果
は
、
内
部
関
係
に
基
づ

74
）

い
て
結
局
は
本
人
に
帰
属
す
る
（
す
な
わ
ち
、
債
務
関
係
を
経
済
的
に
支
配
し
て
い
る
の
は

本
人
で
あ
る
）
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
て

75
）

い
る
。

４

任
意
法
規
の
継
続
的
形
成
に
よ
る
欠
缺
の
補
充

こ
の
見
解
の
代
表
的
な
主
張
者
と
し
て
デ
ル
ナ
ー
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
、
形
成
権
の
帰
属
に
関
す
る
合
意
の
欠
缺
を
い
わ
ゆ
る

「
二
重
の
欠
缺
」
と
捉
え
た
う
え
で
、
こ
れ
を
、
補
充
的
契
約
解
釈
で
は
な
く
、
任
意
法
規
の
継
続
的
形
成
に
よ
っ
て
補
充
し
よ
う
と

76
）

す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
契
約
欠
缺
を
補
充
す
る
方
法
に
は
任
意
法
規
の
継
続
的
形
成
と
補
充
的
契
約
解
釈
が
あ
る
が
、
こ
の
見
解

は
前
者
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
こ
の
見
解
は
、
債
務
者
保
護
（
債
務
者
の
予
見
可
能
性
の
重
視
）
の
観
点
か
ら
債
権
譲

渡
の
原
因
関
係
を
考
慮
す
る
こ
と
を
否
定
し
、
そ
れ
に
代
え
て
債
権
譲
渡
行
為
の
目
的
と
個
々
の
形
成
権
の
客
観
的
な
機
能
を
考
慮
し

よ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
債
権
譲
渡
行
為
の
目
的
と
は
、
債
権
が
有
す
る
積
極
的
価
値
を
完
全
に
第
三
者
に
移
転
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
譲
受
人
へ
の
給
付
の
提
供
に
際
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
生
じ
得
る
状
況
の
変
化
へ
対
応
す
る
可
能
性
に
つ
き
柔
軟
性
が
狭
め
ら

れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
譲
受
人
は
で
き
る
限
り
広
い
範
囲
で
債
権
者
た
る
地
位
を
取
得
す
べ
き
で
あ
る
と

77
）

す
る
。
以
上
を
前
提

と
し
て
、
次
に
各
形
成
権
の
帰
属
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
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⑴

法
定
解
除
権

デ
ル
ナ
ー
は
、
法
定
解
除
権
は
譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
次
の
理
由
に
基
づ
く
。
①
譲
渡
人
は
、
譲
受
人
に
よ
り
解

除
権
が
行
使
さ
れ
る
と
し
て
も
、
反
対
給
付
義
務
を
免
れ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
不
利
益
を
被
ら
な
い
。
②
解
除
権
が
譲
渡
人
に
帰
属

す
る
と
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
彼
の
解
除
権
行
使
に
よ
り
、
譲
受
人
は

Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
債
務
法
上
の
解
除
権
と
損
害
賠
償
請
求
権
の
選
択

制
を
前
提
と
す
る
場
合

損
害
賠
償
請
求
権
を
主
張
で
き
な
く
な
る
が
、
こ
れ
は
不
当
で
あ
る
。
③
譲
受
人
が
損
害
賠
償
請
求
権
よ

り
も
解
除
を
選
択
し
、
そ
れ
を
行
使
す
る
場
合
で
も
、
彼
は
譲
渡
人
に
対
し
て
事
務
管
理
に
基
づ
く
費
用
賠
償
ま
た
は
不
当
利
得
返
還

（
義
務
の
脱
落
に
よ
り
生
じ
た
利
得
の
返
還
）
を
請
求
で

78
）

き
る
。

⑵

約
定
解
除
権

デ
ル
ナ
ー
は
、
約
定
解
除
権
を
、
そ
の
機
能
に
よ
り
、
債
権
に
関
連
す
る
も
の
と
債
務
に
関
連
す
る
も
の
と
に
区
別
す
る
。
前
者

は
、
そ
の
発
生
原
因
が
譲
受
人
に
移
転
し
た
債
権
と
の
関
連
で
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
後
者
は
、
約
定
解
除
権
の
要
件
が
譲

渡
人
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
反
対
給
付
と
の
関
連
で
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
約
定
解
除
権
が
契
約
当
事
者
に
よ
り

定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
が
当
該
契
約
に
お
い
て
解
除
権
行
使
の
た
め
に
定
式
化
し
た
要
件
か
ら
明
ら
か
と
な
る

と
す
る
。
ま
た
、
相
手
方
は
、
債
権
譲
渡
行
為
の
目
的
と
約
定
解
除
権
の
要
件
を
認
識
し
て
い
る
た
め
、
形
成
権
の
行
使
権
者
を
認
識

で
き
る
と
す
る
。

さ
て
、
右
の
よ
う
な
債
権
に
関
連
す
る
約
定
解
除
権
と
債
務
に
関
連
す
る
約
定
解
除
権
と
い
う
区
別
は
、
前
述
し
た
補
充
的
契
約
解

釈
を
採
用
す
る
見
解
で
も
見
ら
れ
た
（
正
確
に
言
え
ば
、
そ
れ
ら
は
、
デ
ル
ナ
ー
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
）。
よ
っ
て
基
本
的

に
は
、
そ
こ
で
の
議
論
が
こ
こ
で
も
当
て
は
ま
る
（
す
な
わ
ち
、
約
定
解
除
権
が
債
権
に
関
連
す
る
場
合
、
そ
れ
は
譲
受
人
に
帰
属

し
、
債
務
に
関
連
す
る
場
合
、
そ
れ
は
譲
渡
人
に
と
ど

79
）

ま
る
）。
そ
の
た
め
、
詳
細
は
、
前
述
し
た
箇
所
に
譲
る
。
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⑶

取

消

権

デ
ル
ナ
ー
は
取
消
権
に
関
し
て
も
、
債
権
に
関
連
す
る
場
合
と
債
務
に
関
連
す
る
場
合
と
を
区
別
す
る
。
こ
の
区
別
自
体
は
、
前
述

し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

80
）

の
で
、
詳
論
は
そ
ち
ら
に
譲
る
（
３
⑷
）。
以
下
、
錯
誤
取
消
に
関
す
る
彼
の
見
解
を
見
て

81
）

み
る
。

⒜

取
消
権
が
債
権
に
関
連
す
る
場
合

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
典
型
的
に
は
、
売
買
の
目
的
物
の
価
値
に
つ
き
買
主
に

錯
誤
が
あ
る
場
合
（
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
商
品
を
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
価
値
が
あ
る
と
誤
解
し
た
場
合
）
に
お
い
て
、
目
的

物
引
渡
債
権
を
譲
渡
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
契
約
の
解
消
の
利
益
は
譲
受
人
に
あ
る
の
で
、
取
消
権
は
譲
受
人
に

移
転
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
譲
渡
人
（＝

買
主
）
は
債
権
譲
渡
行
為
に
よ
っ
て
譲
渡
債
権
の
価

値
を
現
金
化
し
て
い
る
の
で
、
主
た
る
契
約
（
売
買
契
約
）
に
つ
き
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
彼
の
希
望
に
か
な
う
も
の
で
は
な
い
。
②

譲
受
人
は
、
取
消
に
よ
り

債
権
が
存
在
し
て
い
た
た
め
、
譲
渡
人
に
担
保
責
任
を
追
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が

事
務
管
理

ま
た
は
不
当
利
得
に
基
づ
く
請
求
が
で
き
る
の
で
、
契
約
を
解
消
す
る
利
益
を
有
す
る
。
③
譲
渡
人
の
相
手
方
（＝

債
務
者
）
に
と
っ

て
は
、
取
消
権
が
誰
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
か
は
重
要
で
は
な
く
、
ま
た
、
債
権
者
の
交
代
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
の
み
債
権
者
側
の

取
消
権
が
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き

82
）

な
い
。

な
お
、
譲
受
人
は
、
原
因
契
約
締
結
の
際
、
譲
渡
人
と
同
じ
錯
誤
に
陥
っ
て
い
る
の
で
、
主
た
る
契
約
を
取
り
消
す
代
わ
り
に
原
因

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
も
で
き
る
と
さ
れ
て

83
）

い
る
。

⒝

取
消
権
が
債
務
に
関
連
す
る
場
合

こ
れ
は
、
典
型
的
に
は
、
売
主
が
錯
誤
に
よ
り
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
価
値
が
あ
る
商
品
を

一
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
売
却
し
、
代
金
債
権
を
譲
渡
し
た
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
契
約
の
取
消
に
つ
き
利
益
を
有
す
る
の
は
譲

渡
人
で
あ
る
か
ら
、
取
消
権
は
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
こ
の
場
合
譲
渡
人

は
、
錯
誤
に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
債
務
か
ら
免
れ
る
利
益
を
有
す
る
。
②
他
方
譲
受
人
は
、
一
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
価
値
の
あ
る
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債
権
を
、
そ
れ
に
相
当
す
る
代
金
（
一
〇
〇
ユ
ー
ロ
）
を
支
払
う
こ
と
で
取
得
し
て
い
る
。
③
譲
受
人
は
、

譲
渡
人
に
取
消
権
が

帰
属
す
る
と
す
る
場
合

取
消
に
よ
り
譲
渡
債
権
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
彼
は
、
双
務
的
に
結
合
し
て
い
る
債
権
を
取
得
し

て
い
る
の
で
、
彼
が
譲
渡
債
権
の
実
現
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
譲
渡
人
が
反
対
給
付
を
履
行
し
た
り
、
形
成
権
の
行
使
が
な
さ

れ
な
い
場
合
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
場
合
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
に
対
し
て
積
極
的
契
約
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
で

84
）

き
る
。

右
の
デ
ル
ナ
ー
の
見
解
に
対
し
て
は
、
同
じ
く
原
因
関
係
の
考
慮
を
否
定
す
る
立
場
か
ら
、
錯
誤
の
場
合
に
給
付
の
不
均
衡
が
譲
受

人
の
負
担
と
な
る
か
譲
渡
人
の
負
担
と
な
る
か
に
よ
り
取
消
権
の
帰
属
を
判
断
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
判
断
は
、
債
権
譲
渡
の
当
事
者

の
内
部
関
係
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
の
批
判
が
あ
る
。
こ
の
批
判
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
取
消
権
の
客
観
的
機
能
は
、
契

約
上
の
拘
束
の
解
消
に
あ
る
の
で
、
取
消
権
は
常
に
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
こ
と
に

85
）

な
る
。

５

協
力
モ
デ
ル
に
対
す
る
否
定
的
態
度

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
合
意
に
基
づ
く
形
成
権
の
譲
渡
を
認
め
る
立
場
で
は
、
合
意
を
根
拠
と
し
て
、
ま
た
は
契
約
欠
缺
の
補

充
の
結
果
、
取
消
権
や
解
除
権
が
債
権
と
と
も
に
譲
受
人
に
移
転
し
得
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

86
）

い
る
。
そ
の
際
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ

の
論
拠
の
一
つ
と
し
て
、
譲
渡
人
に
よ
る
形
成
権
の
単
独
行
使
に
よ
り
譲
受
人
の
譲
渡
債
権
や
損
害
賠
償
請
求
権
等
が
脱
落
す
る
こ
と

は
回
避
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
（
形
成
権
の
不
行
使
に
つ
い
て
の
譲
受
人
の
利
益
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
に
対
し
て
は
、
譲
渡
人
へ
の
解
除
権
等
の
帰
属
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
行
使
に
つ
き
譲
受
人
の
同
意
を
要
求
す
る
こ
と
で
も

同
じ
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
と
の
反
論
が
あ
り
得

87
）

よ
う
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
構
成
を
、
合
意
に
基
づ
く
形
成
権
の
移
転
を
認
め

る
見
解
が
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
形
成
権
の
単
独
帰
属
な
い
し
単
独
行
使
を
支
持
し
て

い
る
見
解
の
多
く
は
、
そ
の
よ
う
な
構
成
に
対
し
て
否
定
的
で

88
）

あ
る
。
以
下
、
こ
の
点
を
め
ぐ
る
議
論
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
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⑴

協
力
モ
デ
ル
と
そ
の
形
態

取
消
権
や
解
除
権
の
行
使
に
つ
き
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
共
同
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
協
力
モ
デ
ル
（K

o
o
p
era

tio
n
sm
o
d
e-

lle

）」
と
呼
ば
れ
て

89
）

い
る
。
こ
れ
に
は
、
次
の
⒜
な
い
し
⒞
の
三
つ
の
形
態
が
あ

90
）

る
が
、
前
述
し
た
問
題
関
心
か
ら
、
以
下
で
は
⒜
と

⒝
を
取
り
上

91
）

げ
る
。

⒜

譲
渡
人
の
み
が
解
除
権
等
を
有
す
る
が
、
そ
の
行
使
の
際
に
は
譲
受
人
の
同
意
を
必
要
と
す
る
形
態
（
根
拠
条
文
と
し
て
は
、

た
と
え
ば
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
八
五
条
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
）。

⒝

解
除
権
等
は
譲
渡
人
と
譲
受
人
に
共
同
的
に
与
え
ら
れ
、
彼
ら
が
共
同
し
て
行
使
す
る
と
き
に
有
効
な
形
成
の
意
思
表
示
と
な

る
と
す
る
形
態
（
ゲ
ル
ン
フ
ー
バ
ー
の
見
解
を
参
照
）。

⒞

解
除
権
等
は
譲
受
人
に
移
転
す
る
が
、
そ
の
行
使
に
は
譲
渡
人
の
同
意
を
必
要
と
す
る

92
）

形
態
。

⑵

問

題

点

協
力
モ
デ
ル
に
は
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
批
判
が

93
）

あ
る
。

ア

ま
ず
、
同
意
が
解
除
・
取
消
の
有
効
要
件
で
は
な
い
（
よ
っ
て
、
譲
受
人
の
同
意
を
得
ず
に
そ
れ
ら
の
形
成
権
を
行
使
し
て

も
、
そ
の
効
力
自
体
は
有
効
に
発
生
す
る
）
と
の
見
解
に
対
し
て
は
、
そ
れ
は
、
譲
受
人
の
利
益
の
保
護
と
い
う
目
的
に
と
っ
て
ほ
と

ん
ど
役
に
立
た
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
。

イ

逆
に
、
譲
受
人
の
同
意
ま
た
は
形
成
権
の
共
同
行
使
が
形
成
権
の
有
効
要
件
で
あ
る
と
解
す
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
、
実

際
に
は
ほ
と
ん
ど
達
成
さ
れ
な
い
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
利
益
は
た
い
て
い
は
反
対
方
向

を
向
い
て
い
る
の
で
、
統
一
的
な
意
思
形
成
を
要
求
す
る
と
、
形
成
権
の
行
使
は
相
当
に
難
し
く
な
る
か
ら
で

94
）

あ
る
。
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四

取
消
権
・
解
除
権
が
譲
受
人
に
帰
属
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判

右
で
見
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
債
権
譲
渡
の
場
合
に
も
取
消
権
や
解
除
権
が
債
権
譲
受
人
に
移
転
す
る
こ
と

を
認
め
る
見
解
が
有
力
化
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
は
、
な
お
こ
れ
ら
の
形
成
権
が
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
の
見
解
も
見
ら

れ
る
。
以
下
、
代
表
的
な
見
解
を
見
て
み

95
）

よ
う
。

１

ゴ
ー
ラ
の
見
解

合
意
に
よ
る
形
成
権
の
移
転
を
認
め
る
見
解
が
有
力
化
し
つ
つ
あ
る
中
、
ゴ
ー
ラ
は
、
そ
の
論
文
『
債
権
譲
渡
後
の
給
付
障
害
の
際

の
債
権
者
の
権
利
』（
一
九
九
五
年
）
に
お
い
て
、
譲
渡
債
権
が
債
務
者
の
帰
責
事
由
に
よ
り
履
行
不
能
と
な
る
場
面
に
お
け
る
損
害

賠
償
請
求
権
お
よ
び
法
定
解
除
権
の
帰
属
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
彼
は
、
こ
の
場
面
に
お
け
る
債
権
者
の
二
次
的
権
利
の
分
配
の
問
題

は
、
契
約
当
事
者
の
法
的
領
域
と
債
権
者
の
法
的
領
域
の
区
別
と
い
う
テ
ー
ゼ
で
は
な
く
、
譲
渡
人
・
債
務
者
間
の
契
約
関
係
に
お
け

る
、
債
権
者
の
二
次
的
権
利
が
発
生
す
る
段
階
（
こ
れ
を
「
浮
動
状
態
」
と
す
る
）
に
関
連
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
浮
動
状
態
に
お
い
て
発
生
し
た
二
次
的
権
利
の
行
使
に
よ
っ
て
契
約
関
係
の
新
た
な
形
成
が
生
じ
る
が
、
そ
の
新
た
な

形
成
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
債
権
者
の
利
益
で
あ
る
と

96
）

す
る
。
そ
し
て
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
①
譲
受
人
は
代
償
方
式
に

よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
、
②
法
定
解
除
権
は
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
。
し
か
し
、
譲
渡
人
が
そ
れ
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
譲

受
人
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。
以
下
、
法
定
解
除
権
に
関
す
る
彼
の
見
解
を
見
て
み
る
。

ま
ず
解
除
権
が
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
理
由
と
し
て
は
、
債
権
の
譲
受
人
は
、（
譲
渡
人
・
債
務
者
間
の
双
務
契
約
よ
り
生
じ
た
）
譲

渡
人
の
反
対
給
付
義
務
と
は
無
関
係
で
あ
る
か
ら
、
解
除
に
よ
り
反
対
給
付
の
提
供
を
免
れ
、
ま
た
は
既
に
給
付
し
た
反
対
給
付
を
取

り
戻
す
と
い
う
利
益
を
有
さ
な
い
と
い
う
点
を
挙
げ
て
い
る
（
む
し
ろ
譲
受
人
に
と
っ
て
は
、
債
務
者
か
ら
の
損
害
賠
償
給
付
を
保
持
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す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
履
行
不
能
が
生
じ
た
後
に
も
な
お
こ
の
反
対
給
付
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
利
益
と
な
る
と
す
る
）。
そ
し

て
譲
受
人
は
、
解
除
権
の
行
使
に
よ
り
も
は
や
損
害
賠
償
給
付
を
保
持
し
な
い

Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
債
務
法
に
お
け
る
解
除
権
と
損
害
賠
償

請
求
権
の
選
択
制

か
ら
、
解
除
権
が
行
使
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
利
益
を
有
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
こ

と
は
、
譲
受
人
に
解
除
権
を
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
も
の
と
し
て
は
決
し
て
十
分
で
は
な
い
、
と

97
）

す
る
。

し
か
し
、
譲
受
人
が
代
償
方
式
に
よ
り
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
場
合
、
彼
は
譲
渡
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
こ
の
権
利
を
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
譲
渡
人
が
解
除
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
譲
受
人
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
譲
受
人

の
債
権
の
経
済
的
価
値
の
現
実
化
の
方
が
優
先
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
譲
受
人
の
譲
渡
人
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
が

肯
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
の
解
除
権
の
行
使
に
同
意
す
る
義
務
を
負
う
、
と

98
）

す
る
。

２

ル
ー
カ
ス
の
見
解

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
既
に
紹
介
し
た
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
の
見
解
が
か
な
り
の
支
持
を
得
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ル
ー
カ
ス
は
、

こ
れ
に
反
対
す
る
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

ま
ず
法
定
解
除
権
（
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
一
八
条
、
九
二
〇
条
）
に
つ
き
、
ル
ー
カ
ス
は
、
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
の
関
係
に
お
け
る
債
権
譲

渡
の
合
意
に
よ
り
契
約
関
係
が
分
裂
す
る
場
合
、
解
除
権
の
包
括
的
な
効
力
は
、
譲
受
人
と
譲
渡
人
の
相
互
同
意
に
よ
る
解
除
権
行
使

を
命
ず
る
、
と

99
）

す
る
。
そ
の
論
拠
と
し
て
は
、

ゲ
ル
ン
フ
ー
バ
ー
と
同
様

、
解
除
権
は
、
譲
受
人
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
単

な
る
「
破
壊
的
権
利
」
で
あ
る
と
い
う
点
、
債
権
譲
渡
に
よ
り
譲
受
人
は
「
侵
害
要
件
の
支
配
者
」
と
な
り
、
譲
渡
人
は
「
法
的
効
果

の
支
配
者
」
と
な
る
と
い
う
点
等
を
挙
げ
て

1
）

い
る
。
し
か
し
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
の
二
つ
の
論
拠
で
あ
る
。
第
一
は
、
譲
渡

人
は
、
債
権
譲
渡
の
後
、
債
務
者
に
対
し
て
当
該
債
権
を
主
張
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
契
約
関
係
の
清
算
に
つ
き
利
益
を

有
し
得
る
と
い
う
論
拠
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
有
効
な
解
除
は
、
譲
渡
人
（
例：
売
主
）・
債
務
者
（
例：

買
主
）
間
の
契
約
関
係
に
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お
い
て
譲
渡
人
に
よ
り
追
求
さ
れ
る
目
的
が
実
現
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
。
し
か
し
そ
の
目
的
は
、
債
務
者
に
よ
り
約
束
さ
れ
た
給
付
に

つ
い
て
の
譲
渡
人
の
当
初
の
利
益
を
は
る
か
に
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
①
売
主
が
買
主
に
あ
る
物
を
売
却
す
る
と
き
、

そ
の
売
主
に
と
っ
て
決
定
的
だ
っ
た
の
が
、
売
買
代
金
を
獲
得
す
る
見
込
み
で
は
な
く
、
自
分
に
と
っ
て
（
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ

り
）
厄
介
な
物
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
場
合
、
あ
る
い
は
、
②
譲
渡
人
が
債
務
者
と
の
間
で
継
続
的
な
取
引
関
係
を

結
ん
で
お
り
、
譲
渡
人
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
場
合
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
①
・
②
の
場
合
、
取
引

関
係
の
継
続
は
、
譲
渡
人
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
有
す
る
。
第
二
は
、
譲
受
人
に
よ
る
解
除
は
、
譲
渡
人
を
債
務
か
ら
免
れ
さ
せ
る

か
ら
、
譲
渡
人
に
と
っ
て
も
利
益
で
あ
る
と
の
主
張
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
譲
受
人
に
よ
り
解
除
が
な
さ
れ
、
譲
渡

人
・
債
務
者
間
の
契
約
関
係
が
脱
落
す
る
と
、
そ
れ
は
、
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
関
係
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

こ
れ
は
、

譲
渡
人
が
、
一
方
で
は
債
務
者
に
対
す
る
給
付
義
務
を
免
れ
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
債
権
譲
渡
の
対
価
を
保
持
で
き
る
こ
と
が
不
当
で

あ
る
た
め
で
あ
る

。
右
の
主
張
に
あ
る
譲
渡
人
の
利
益
は
、
通
常
の
場
合
、
幻
想
で
あ
る
に
過
ぎ

1
）

な
い
、
と
。

次
に
取
消
権
に
つ
い
て
。
ル
ー
カ
ス
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
譲
渡
人
に
帰
属
し
、
そ
の
行
使
に
は
譲
受
人
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と

の
立
場
に
立
つ
。
取
消
権
が
譲
渡
人
か
譲
受
人
の
い
ず
れ
か
に
排
他
的
に
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
債
権
譲
渡
契
約
に
よ

っ
て
意
図
さ
れ
た
譲
渡
人
の
法
的
地
位
の
分
裂
（A

u
fsp
a
ltu
n
g

）
に
適
合
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
譲
渡
人
に
よ
る
取
消

を
認
め
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
そ
の
取
消
に
関
与
し
な
い
譲
受
人
の
法
的
権
限
へ
の
明
白
な
介
入
と
な
っ
て
し
ま
う
。
他
方
、
譲

受
人
が
譲
渡
人
の
協
力
を
得
ず
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
譲
渡
人
の
法
的
地
位
へ
の
介
入
が
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
深
刻
で
あ

る
と

1
）

す
る
。

３

ホ
フ
マ
ン
の
見
解

ホ
フ
マ
ン
は
、
債
権
譲
渡
の
場
合
、
取
消
権
お
よ
び
解
除
権
は
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
主
張
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
権
利
の
行
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使
を
譲
受
人
に
授
権
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

⑴

債
権
譲
渡
と
権
利
割
当
の
シ
ス
テ
ム

ホ
フ
マ
ン
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
私
法
秩
序
を
権
利
割
当
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
す
る
。
債
権
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
債
権
が
「
実

質
権
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
保
障
す
る
た
め
に
「
保
護
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
債
権
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
、
こ
の

「
保
護
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
か
ら
「
権
利
実
現
的
な
保
護
権
」
と
「
権
利
継
続
的
な
保
護
権
」
が
生
じ
る
と

1
）

す
る
。

さ
て
、
ホ
フ
マ
ン
は
、
こ
の
権
利
割
当
の
シ
ス
テ
ム
は
、
契
約
よ
り
生
じ
た
債
権
が
譲
渡
さ
れ
る
場
合
に
も
適
用
さ
れ
得
る
と

1
）

す
る
。
そ
の
際
に
問
題
と
な
る
の
は
、
保
護
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
権
利
実
現
的
な
保
護
権
・
権
利
継
続
的
な
保
護
権
を
、
実
質
権
で
あ
る
債

権
か
ら
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
、
債
権
の
所
持
者
は
第
三
者
ヘ
授
権
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に

対
す
る
ホ
フ
マ
ン
の
解
答
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

保
護
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
債
権
か
ら
分
離
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
保
護
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
目
的
拘
束
を
伴
う
と
い
う
点
。
す

な
わ
ち
、
保
護
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
保
護
さ
れ
る
法
的
地
位
な
い
し
実
質
権
に
基
づ
い
て
の
み
正
当
化
さ
れ
る
。
ま
た
、
保
護
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
機
能
は
、
保
護
さ
れ
る
法
的
地
位
の
所
持
者
の
手
に
お
い
て
の
み
果
た
さ
れ

1
）

得
る
。
②
処
分
行
為
で
あ
る
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て

は
、

物
権
の
場
合
の
同
じ
よ

1
）

う
に

n
u
m
eru

s cla
u
su
s

が
妥
当
す
る
と
い
う
点
。
そ
の
根
拠
は
債
務
者
保
護
で

1
）

あ
る
。

権

利
実
現
的
な
保
護
権
（
例：

履
行
請
求
権
、
情
報
請
求
権
、
相
殺
権
等
）
を
債
権
か
ら
分
離
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
保
護
権

は
、
債
権
の
不
可
欠
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
独
自
の
実
質
権
で
は
な
い
か
ら
で

1
）

あ
る
。

権
利
継
続
的
な
保
護
権
（
例：

債
務
不
履
行

に
よ
り
生
じ
た
損
害
賠
償
請
求
権
等
）
を
債
権
か
ら
分
離
し
、
処
分
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の
保
護
権
は
、
実
質
権

と
同
じ
性
質
を
有
し
て
い
る
か
ら
で

1
）

あ
る
。

債
権
所
持
者
は
、
保
護
権
お
よ
び
債
権
の
諸
権
能
（
取
立
権
能
等
）
の
行
使
を
第
三
者

に
授
権
す
る
こ
と
が
で

1
）

き
る
。
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⑵

形
成
権
の
割
当

以
上
を
前
提
と
し
て
、
ホ
フ
マ
ン
は
、
債
権
譲
渡
の
場
合
に
お
け
る
取
消
権
、
解
除
権
、
告
知
権
、
消
費
者
撤
回
権
の
割
当
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
彼
は
こ
の
点
に
つ
き
、
自
律
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
債
権
が
譲
渡
さ
れ
る
際
の
形
成
権
に
つ
い
て
も
実
質
権
と
保
護
権

の
区
別
を
手
掛
り
と
し
て
の
み
割
当
が
行
わ
れ
る
と

1
）

す
る
。
そ
し
て
問
題
と
な
る
形
成
権
に
つ
き
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
法
的
地
位
を

保
護
し
、
誰
が
そ
の
所
持
者
な
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
割
当
を
行
っ
て

1
）

い
る
。

ア

取
消
権

ホ
フ
マ
ン
は
、
錯
誤
や
詐
欺
・
強
迫
に
基
づ
く
取
消
権
は
、
自
己
決
定
の
自
由
を
権
利
実
現
的
に
保
護
す
る
権
利

で
あ
る
と
し
、
譲
渡
人
に
割
り
当
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
取
消
権
は
、
表
意
者
を
（
望
ま
れ
な
い
）
契
約
上

の
拘
束
か
ら
解
放
す
る
権
利
で
あ
り
、
債
権
の
実
現
ま
た
は
継
続
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
譲
渡
人
は
、
債
権
が
譲
渡
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
引
き
続
き
契
約
上
の
拘
束
力
の
も
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
取
消
権
は
、
取
消
の
相
手
方
の
落
ち
度

（F
eh
lv
erh

a
lten

）
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
る
制
裁
的
な
制
度
で
は
な
く
、
取
消
権
者
を
解
放
す
る
権
利
で
あ
る
の
で
、
第
三
者
の
権

利
へ
の
介
入
も
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
譲
渡
人
は
、
譲
受
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
取
消
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
な
お
、

原
因
関
係
に
基
づ
い
て
、
取
消
権
を
行
使
し
な
い
と
い
う
譲
渡
人
の
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
に

対
す
る
違
反
は
、
損
害
賠
償
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
と
さ
れ
て

1
）

い
る
）。

イ

解
除
権

ホ
フ
マ
ン
は
、
解
除
権
は
、
解
除
権
者
の
自
己
決
定
の
自
由
を
保
護
す
る
た
め
の
権
利
実
現
的
保
護
権
で
あ
り
、

そ
れ
に
と
っ
て
不
可
欠
の
構
成
要
素
で
あ
る
（
こ
の
こ
と
は
、
約
定
解
除
に
も
法
定
解
除
に
も
妥
当
す
る
）
と
し
、
債
権
譲
渡
の
場

合
、
解
除
権
は
譲
渡
人
に
割
り
当
て
ら
れ
る
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
解
除
権
は
、
自
己
決
定
の
自
由
を
侵
害
す
る
契
約
上
の
拘
束
を

除
去
す
る
権
利
で
あ
り
、
債
権
の
保
護
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
譲
渡
人
は
債
権
譲
渡
の
後
も
債
務
者
に
契
約
上
拘
束
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
の
自
己
決
定
の
自
由
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
譲
渡
人
は
、（
取
消
権
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
個
々
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の
事
例
に
お
い
て
内
部
関
係
に
お
い
て
同
意
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
き
で
あ
っ
て
も
）
譲
受
人
の
同
意
な
し
で
解
除
を
す
る
こ
と
が
で

1
）

き
る
。⑶

形
成
権
の
譲
渡
性
、
授
権
に
よ
る
行
使
の
可
能
性

以
上
の
よ
う
に
、
ホ
フ
マ
ン
は
、
取
消
権
と
解
除
権
は
債
権
譲
渡
の
後
も
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
す
る
。
彼
は
ま
た
、
こ
れ
ら
の
形

成
権
は
、
自
己
決
定
の
自
由
の
た
め
の
権
利
実
現
的
保
護
権
で
あ
り
、
契
約
上
拘
束
さ
れ
て
い
る
者
の
み
に
割
り
当
て
ら
れ
る
た
め
、

合
意
に
よ
っ
て
他
人
に
譲
渡
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
譲
渡
人
が
こ
れ
ら
の
形
成
権
の
行
使
を
他
人
に
授
権
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
四
条
、
一
八
五
条
参
照
）。
こ
れ
は
、
権
利
実
現
的
な
保
護
権
を
実
質
権
か
ら
分
離
で
き
な

い
こ
と
と
矛
盾
は
し
な
い
。
授
権
し
た
者
（＝

譲
渡
人
）
は
、
引
き
続
き
自
ら
形
成
権
を
行
使
で
き
る
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
授
権
の

撤
回
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で

1
）

あ
る
。

五

付
随
的
な
問
題

取
消
権
・
解
除
権
の
行
使
と
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
の
内
部
関
係

債
権
譲
渡
の
場
合
、
取
消
権
・
解
除
権
が
譲
渡
人
ま
た
は
譲
受
人
の
い
ず
れ
に
よ
り
行
使
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
譲
渡
人
・
債
務
者
間

の
契
約
関
係
の
解
消
を
も
た
ら
す
点
で
は
違
い
は
な
い
。
で
は
、
こ
の
こ
と
は
、
譲
渡
人
・
譲
受
人
の
関
係
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を

も
た
ら
す
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
譲
受
人
が
取
消
権
・
解
除
権
を
所
持
す
る
利
益
は
何
か
と
い
う
議
論
に
も
関
わ
る
。
以

下
、
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
状
況
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

１

譲
渡
人
に
よ
る
取
消
権
・
解
除
権
の
行
使
の
場
合

取
消
権
・
解
除
権
が
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
場
合
、
多
数
説
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
行
使
の
結
果
譲
受
人
が
譲
渡
債
権
を
奪
わ
れ
る

と
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
に
対
し
て
担
保
責
任
を
追
及
で

1
）

き
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
四
三
七
条
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
現
行
四
三
七
条
、
同
四
五
三
条
、
Ａ
Ｂ
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Ｇ
Ｂ
一
三
九

1
）

七
条
）。
す
な
わ
ち
、
債
権
の
売
主
は
、
売
買
の
対
象
と
な
る
債
権
が
存
立
し
て
い
な
い
場
合
、
譲
受
人
に
対
し
て
担
保

責
任
を
負
う
。
な
お
、
対
象
と
な
る
債
権
の
債
務
者
が
支
払
能
力
を
欠
く
場
合
の
担
保
責
任
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
で
は
特
約
が
必
要

で
あ
る
が
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
四
三
八
条
参
照
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
特
約
は
不
要
で
あ
る
（
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
九
七
条
）。

も
っ
と
も
、
右
の
見
解
に
は
、
債
権
の
「
存
立
」
要
件
と
の
関
係
で
若
干
の
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
譲
渡
人
・
債
務
者
間
の
契

約
関
係
が
譲
渡
人
に
よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
譲
渡
人
の
担
保
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
の
は
、
取
消
の
遡
及
的
効
力
に
よ
り
、
債
権

が
始
め
か
ら
生
じ
て
い
な
か
っ
た
と
扱
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
解
除
に
つ
い
て
も
、
契
約
の
遡
及
的
消
滅
を
認
め

る
場
合
に
は
、
取
消
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
に

1
）

な
る
。
他
方
、
次
で
見
る
よ
う
に
、
債
権
が
譲
渡
の
時
点
で
存
在
し
て
い
た
場
合
に

は
、
譲
渡
人
は
担
保
責
任
を
負
わ
な
い
と
の
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
譲
受
人
に
よ
り
形
成
権
が
行
使
さ
れ
た
場
合
に
つ

い
て
有
力
説
に
よ
り
主
張
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
考
え
方
は
、
譲
渡
人
に
よ
る
形
成
権
行
使
の
場
合
に
も
妥
当
す
る
と
さ

れ
て
い
る
（
た
だ
し
こ
の
見
解
は
、
譲
渡
人
が
形
成
権
の
行
使
に
よ
り
事
後
的
に
譲
渡
債
権
を
奪
っ
た
こ
と
を
積
極
的
契
約
侵
害
で
あ

る
と
し
て
、
譲
受
人
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め
て
い
る
）。

２

譲
受
人
に
よ
る
取
消
権
・
解
除
権
の
行
使
の
場
合

⑴

譲
受
人
の
譲
渡
人
に
対
す
る
担
保
責
任
の
追
及
の
可
否

取
消
権
・
解
除
権
が
譲
受
人
に
帰
属
す
る
こ
と
を
認
め
る
有
力
説
は
、
多
少
異
論
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
譲
渡
人
の
担
保

責
任
を
否
定
す
る
。
そ
の
理
由
づ
け
は
、
二
つ
あ
り
得
る
。
一
つ
は
、
債
権
が
そ
の
譲
渡
の
時
点
で
存
在
し
て
い
た
場
合
、
譲
渡
人

は
、
債
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
り
譲
受
人
に
対
す
る
調
達
義
務
を
履
行
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
担
保
責
任
を
負
わ
な
い
と
の
理
由
づ

け
で

1
）

あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
譲
受
人
が
自
ら
形
成
権
を
行
使
し
つ
つ
譲
渡
人
に
対
し
て
担
保
責
任
の
主
張
す
る
こ
と
は
矛
盾
行
為
で
あ

り
、
許
さ
れ
な
い
と
の
理
由
づ
け
で

1
）

あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
場
面
で
も
譲
渡
人
の
担
保
責
任
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
信

49 契約当事者の地位と形成権㈢ (佐藤秀勝)



義
則
等
に
よ
り
譲
受
人
の
主
張
を
制
限
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

⑵

譲
受
人
に
よ
る
形
成
権
の
行
使
の
場
合
に
お
け
る
譲
受
人
の
保
護

譲
受
人
が
解
除
権
等
を
行
使
す
る
場
合
に
譲
渡
人
の
担
保
責
任
を
否
定
す
る
立
場
で
は
、
た
と
え
ば
債
権
売
買
に
お
い
て
譲
受
人
が

債
権
の
対
価
を
譲
渡
人
に
支
払
っ
て
い
た
場
合
、
解
除
後
も
譲
渡
人
が
そ
の
対
価
を
保
持
し
続
け
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
そ
こ

で
、
こ
れ
を
譲
受
人
に
返
還
さ
せ
る
た
め
の
方
策
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
見
解
が
あ

る
。⒜

デ
ル
ナ
ー
は
、
譲
受
人
の
取
消
や
解
除
に
よ
り
譲
渡
人
が
反
対
給
付
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
点
に
着
目
し
、
事
務
管
理
に
基
づ

く
費
用
賠
償
請
求
ま
た
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
（
求
償
利
得
返
還
請
求
権
）
が
発
生
す
る
と

1
）

す
る
。

⒝

ゴ
ー
ラ
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
解
除
権
は
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
し
、
そ
の
行
使
に
譲
受
人
の
同
意
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
こ

で
の
問
題
に
つ
き
興
味
深
い
見
解
を
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
に
対
し
、
す
で
に
支
払
っ
た
債
権
の
代
金

を
取
り
戻
す
権
利
を
有
す
る
場
合
に
は
、
譲
受
人
は
同
意
義
務
を
負
う
と

1
）

す
る
。
そ
し
て
そ
の
権
利
と
し
て
、
目
的
不
到
達
を
根
拠
と

す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
一
二
条
一
項
）
を
挙
げ
て

1
）

い
る
。

⒞

ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
は
、
解
除
権
の
場
合
に
つ
き
次
の
よ
う
に
言
う
。
す
な
わ
ち
、
譲
受
人
に
よ
り
解
除
権
が
行
使
さ
れ
る
な
ら

ば
、
譲
渡
人
・
債
務
者
間
の
契
約
は
除
去
さ
れ
る
の
で
、
譲
渡
人
は
彼
の
義
務
か
ら
免
責
さ
れ
た
り
、
債
務
者
に
対
す
る
不
当
利
得
返

還
請
求
権
を
取
得
し
た
り
す
る
。
し
か
し
譲
渡
人
は
、
彼
に
よ
る
不
当
な
受
益
を
回
避
す
る
た
め
に
、
譲
受
人
に
よ
る
解
除
後
、
債
務

者
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
譲
受
人
に
譲
渡
す
る
か
、
本
来
債
務
者
に
対
し
て
負
担
し
て
い
た
給
付
を
譲
受
人
に
提
供
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
根
拠
は
、
代
償
請
求
権
の
思
想
、
お
よ
び
当
事
者
の
仮
定
的
意
思
に
基
づ
く
補
充
的
契
約
解
釈
で
あ
る
。
こ

の
解
決
方
法
は
、
取
消
権
の
場
合
に
も
用
い
ら

1
）

れ
る
。
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１
）

取
消
権
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
一
身
専
属
的
権
利
か
否
か
議
論
が
あ
る
が
、
多
数
説
は
譲
渡
性
を
肯
定
す
る
（
第
二
節
参
照
）。
以
下
で
も
こ
れ
を

前
提
と
し
て
議
論
を
進
め
る
。

２
）

債
権
譲
渡
の
際
の
解
除
権
の
分
配
に
つ
い
て
は
、
前
提
的
な
問
題
が
三
つ
あ
る
。
以
下
で
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

⑴

解
除
権
と
損
害
賠
償
請
求
権
の
関
係

Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
旧
債
務
法
で
は
、
解
除
権
と
損
害
賠
償
請
求
権
は
択
一
的
関
係
に
あ
っ
た
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
三
二
五
条
、
同
三
二
六
条
等
）。
こ
の
こ
と
は
、

債
権
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
解
除
権
の
分
配
の
問
題
に
も
大
き
く
影
響
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
解
除
権
が
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
す

る
場
合
、
譲
渡
人
の
解
除
権
行
使
に
よ
り
、
譲
受
人
は
債
務
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
失
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
結
論
を

回
避
す
る
た
め
に
、
譲
渡
人
の
解
除
権
行
使
に
つ
き
譲
受
人
の
同
意
を
要
求
す
る
見
解
や
譲
受
人
へ
解
除
権
を
帰
属
さ
せ
る
見
解
が
主
張
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
（
本
文
参
照
）。

こ
れ
に
対
し
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
新
債
務
法
や
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
は
、
解
除
と
損
害
賠
償
請
求
権
は
併
存
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
二
五
条
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ

九
二
〇
条
）。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
譲
渡
人
に
よ
る
解
除
権
の
単
独
行
使
の
問
題
点
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
立
場

で
は
、
確
か
に
譲
渡
人
が
解
除
を
し
て
も
、
譲
受
人
は
債
務
者
に
対
し
て
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
。
し
か
し
債
務
者
は
、
こ
の
請
求

に
対
し
て
、
債
権
が
譲
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
彼
は
譲
渡
人
に
対
し
て
差
額
損
害
の
給
付
の
み
を
負
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
の
抗
弁
を
主
張
で
き
る
た
め
、

譲
受
人
の
損
害
賠
償
義
務
は
譲
受
人
と
の
関
係
に
お
い
て
そ
の
差
額
損
害
に
制
限
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
解
除
権

が
債
権
と
と
も
に
譲
受
人
に
移
転
す
る
と
の
見
解
に
も
、
な
お
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
細
は
、E

rn
st in M

u
n
ch
en
er K

o
m
-

m
en
ta
r zu

m
 
B
u
rg
erlich

en G
esetzb

u
ch
,
6.,
A
u
fl.,

2012
(zit

:
E
rn
st in M

u
n
k
o
m
),

325,
R
d
n
.
31)

。

⑵

譲
渡
債
権
に
つ
き
債
務
不
履
行
が
生
じ
た
場
合
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
帰
属

譲
渡
債
権
に
つ
き
債
務
不
履
行
が
生
じ
た
場
合
、
損
害
賠
償
請
求
権
は
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
い
ず
れ
に
帰
属
す
る
か
（
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
の
概

要
に
つ
い
て
は
、
や
や
古
い
が
、S

ch
w
en
zer,

A
cp

182,
214,

232,
239

が
要
領
よ
く
整
理
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
後
の
判
例
・
学
説
で
は

注
目
す
べ
き
展
開
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
関
し
て
は
、T

h
o
n
i
 
in
 
F
en
y
v
es /K

ersch
n
er /V

o
n
-

k
ilich

,
K
la
n
g
,
1394,

R
d
n
.
11ff )

。

ア

遅
延
損
害
賠
償
請
求
権

遅
延
損
害
賠
償
請
求
権
に
関
し
て
は
、
損
害
の
発
生
が
債
権
譲
渡
の
前
か
後
か
で
区
別
さ
れ
て
い
る
。

債
権
譲

渡
前
に
発
生
し
た
遅
延
損
害
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
譲
渡
人
を
基
準
に
算
定
さ
れ
、
ま
た
そ
の
賠
償
請
求
権
は
、
彼
に
帰
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
債
権
譲
渡
後
に
発
生
し
た
遅
延
損
害
に
つ
い
て
は
、
譲
受
人
を
基
準
に
算
定
さ
れ
、
そ
の
賠
償
請
求
権
は
彼
に
帰
属
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。

イ

履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権

こ
の
損
害
賠
償
請
求
権
が
譲
受
人
に
帰
属
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
い
。
問
題
は
、
そ
の
内
容

を
差
額
方
式
と
代
償
方
式
の
い
ず
れ
に
よ
り
決
定
す
る
か
、
ま
た
、
誰
が
決
定
す
る
か
、
で
あ
る
。
こ
の
点
、
譲
受
人
は
緩
和
さ
れ
た
差
額
方
式
に
よ

り
請
求
で
き
る
と
す
る
見
解
（
た
と
え
ば
、B

ru
g
m
a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
10ff ）

や
、
代
償
方
式
に
よ
り
請
求
で
き
る
と
す
る
見
解
（
た
と
え
ば
、S

eet-

zen
 
A
cP

169,
352,

363f ）

も
あ
る
が
、
多
数
説
は
、
譲
受
人
が
差
額
方
式
か
代
償
方
式
か
を
決
定
で
き
る
と
す
る
（
た
と
え
ば
、G

ern
h
u
b
er,

a
a
O
,
S
.
91)

。

⑶

履
行
遅
滞
の
場
合
に
お
け
る
解
除
の
た
め
の
期
間
指
定
権
の
帰
属

ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
こ
れ
は
債
権
に
関
連
す
る
形
成
権
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
譲
渡
が
な
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
権
利
は

譲
受
人
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
（
ド
イ
ツ
法
に
つ
き
、B

u
sch

e
 
in
 
S
ta
u
d
in
g
er,

413,
R
d
n
.
13

等
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
つ
き
、L

u
k
a
s,

a
a
O
,
S
.
239

）。

３
）

た
と
え
ば
、B

ru
g
m
a
n
n
,
a
a
O
,
34ff,

40ff
;
L
a
ren

z,
L
eh
rb
u
ch d

es S
ch
u
ld
rech

ts,
14.

n
u
eb
ea
rb
.
A
u
fl.,

(zit
:
L
a
ren

z,
S
A
T
,
14.,

A
u
fl )

S
.
578

等
。

４
）

以
上
の
②
お
よ
び
③
に
つ
き
、
た
と
え
ばS

eetzen
,
A
cP

169,
352,

365.

②
に
つ
き
先
駆
的
に
は
、O

ertm
a
n
n
,
B
u
rg
erlich

es G
esetzb

u
ch
,

Z
w
eites B

u
ch
,
R
ech

t d
er S

ch
u
ld
v
erh

a
ltn
isse,

5.,
u
m
g
ea
rb
eitete A

u
fla
g
e,
1928,

399,
1
g
)
α
)
(S
.
442)

。

５
）

B
lo
m
ey
er,

a
a
O
,
S
.
280

;
E
sser /S

ch
m
id
t,
S
ch
u
ld
rech

t,
B
d
.
I,
A
llg
em
ein
er T

eil,
6.
v
o
llig n

eu
b
ea
rb
eitete A

u
fl.,

1984
(zit

:

E
sser /S

ch
m
id
t,
S
A
T
6.,
A
u
fl ),

S
.
606

;
P
iep
er,

a
a
O
,
S
.
167.

６
）

た
と
え
ば
、B

ru
g
m
a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
93f.

７
）

た
と
え
ば
、B

ru
g
m
a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
41.

８
）

v
o
n T

u
h
r,
a
a
O
,
S
.
306

;
E
sser /S

ch
m
id
t,
S
A
T
6.,
A
u
fl,
S
.
606.

９
）

B
ru
g
m
a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
34f,

41
;
S
eetzen

,
A
cP

169,
352,

365.

10
）

B
ru
g
m
a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
38f,

S
.
42.

同
じ
よ
う
な
論
拠
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ばB

lo
m
ey
er,

a
a
O
,
S
.
272f

;
L
a
ren

z,
S
A
T
,
14.,

A
u
fl,
S
.
578f

が
あ
る
。
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11
）

v
o
n G

ierk
e,
D
eu
tsch

es P
riv
a
trech

t,
B
d
.
3,
1917

(K
eip
,
2000),

S
.
192f.

12
）

v
o
n G

ierk
e,
a
a
O
,
S
.
192f.

13
）

R
G
Z
55,

402

（
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
一
節
二
を
参
照
）。

14
）

G
ern

h
u
b
er,

a
a
O
,
S
.
57,

80f.

な
お
、
権
利
行
使
の
独
占
、
お
よ
び
代
償
物
お
よ
び
等
価
物
の
主
張
に
お
け
る
独
占
は
、
債
権
の
流
通
性
を
本
質

的
構
成
要
素
と
は
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
、
と
す
る
。

15
）

G
ern

h
u
b
er,

a
a
O
,
S
.
95f.

16
）

G
ern

h
u
b
er,

a
a
O
,
S
.
96.

な
お
、
内
部
関
係
で
の
特
約
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

17
）

R
o
h
e in B

a
m
b
erg

er /R
o
th
,
K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
u
rg
erlich

en G
esetzb

u
ch
,
B
d
.
1,
3.,
A
u
fl.,

2012,
398,

R
d
n
.
66

（
譲
渡
人
に
帰
属

す
る
場
合
、
そ
の
行
使
に
は
譲
受
人
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
）;

M
u
ller in P

ru
ttin

g
/W

eg
en
/W

ein
reich

,
B
G
B
 
K
o
m
m
en
ta
r,
6.,
A
u
fl,

2011,
413,

R
d
n
.
8
;
B
u
sch in S

ta
u
d
in
g
er,

413,
R
d
n
.
13.

な
お
、
こ
れ
ら
の
見
解
の
多
く
は
、
形
成
権
の
三
分
類
を
依
然
と
し
て
採
用
し
て
い

る
。

18
）

N
o
rr /S

ch
ey
h
in
g
,
S
u
k
zessio

n
en
,
1983,

S
.
234f.

19
）

こ
れ
に
対
し
て
、
黙
示
の
合
意
で
も
よ
い
と
す
る
見
解
も
あ
る（

E
rn
st in M

u
n
k
o
m
,
325,

R
n
d
.
30)

。

20
）

N
o
rr /S

ch
ey
h
in
g
/P
o
g
g
eler,

a
a
O
,
S
.
47ff.

21
）

N
o
rr /S

ch
ey
h
in
g
/P
o
g
g
eler,

a
a
O
,
S
.
47f.

22
）

N
o
rr /S

ch
ey
h
in
g
/P
o
g
g
eler,

a
a
O
,
S
.
50.

23
）

N
o
rr /S

ch
ey
h
in
g
/P
o
g
g
eler,

a
a
O
,
S
.
51.

た
だ
し
譲
渡
債
権
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
契
約
告
知
は
、
譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
す
る
。

24
）

N
o
rr /S

ch
ey
h
in
g
/P
o
g
g
eler,

a
a
O
,
S
.
48.

ネ
ル
は
、
と
り
わ
け
デ
ル
ナ
ー
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

25
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
本
敬
三
「
補
充
的
契
約
解
釈

三
）」
論
叢
一
二
〇
号
一
号
（
一
九
八
六
年
）
二
二
頁
以
下
、
同
「
補
充
的
契
約
解
釈
」
私

法
五
〇
号
（
一
九
八
八
年
）
一
四
四
頁
以
下
、
石
川
博
康
『「
契
約
の
本
性
」
の
法
理
論
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
）
一
四
頁
以
下
を
参
照
。

26
）

な
お
、
こ
れ
に
契
約
引
受
を
含
め
る
見
解
も
あ
る（

S
ch
w
en
zer,

A
cP

182,
214,

222)

。

27
）

S
ch
w
en
zer,

A
cP

182,
S
.
222f.

そ
の
他
、
金
銭
債
権
と
物
債
権
を
区
別
す
る
も
の
と
し
て
、B

y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,S
. 64ff

;K
a
iser in S

ta
u
d
in
-

g
er,

V
o
rb
em
 
zu

346-354,
R
d
n
.
37f

;
L
o
b
in
g
er in S

o
erg

el,
V
o
r
346,

R
d
n
.
41ff

が
あ
る
。
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28
）

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
133.

29
）

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
87
;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
456ff.

30
）

S
ch
w
en
zer,

A
cP

182,
214,

244
;
B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
134

;
S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
8f
;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
456.

31
）

S
ch
w
en
zer,

A
cP

182,
214,

244
;
L
o
b
in
g
er in S

o
erg

el,
V
o
r
346,

R
d
n
.
43
;
K
a
iser in S

ta
u
d
in
g
er,

V
o
rb
em
 
zu

346-354,
R
d
n
.

38.

32
）

B
a
tta
fa
ra
n
o
,
A
llg
em
ein
e u
n
d sp

ezielle R
eg
elu
n
g d

er F
o
rd
eru

n
g
sa
b
tretu

n
g im

 
d
eu
tsch

en u
n
d ita

lien
isch

en R
ech

t,
2011,

S
.

110.

こ
の
よ
う
な
法
定
解
除
権
の
捉
え
方
に
は
、
イ
タ
リ
ア
法
の
影
響
が
あ
る
。

33
）

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
133.

34
）

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
136.

35
）

S
ch
w
en
zer,

A
cP
182,

214,
245

(F
n
.
123).

36
）

S
ch
o
lz,

G
esta

ltu
n
g
srech

te im
 
L
eistu

n
g
ssto

ru
n
g
srech

t,
2010,

S
.
370.

37
）

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
89
;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
457

;
S
ch
o
lz,

a
a
O
,
S
.
56.

38
）

S
ch
w
en
zer,

A
cP
182,

214,
245

;
B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
133ff.

39
）

K
a
iser in S

ta
u
d
in
g
er,

V
o
rb
em
 
zu

346-354,
R
d
n
.
37.

シ
ョ
ル
ツ
は
、
金
銭
債
権
の
場
合
、
解
除
権
の
譲
渡
は
、
譲
渡
人
か
ら
の
同
権
利

の
剥
奪
と
譲
渡
債
権
の
防
護
に
役
立
つ
が
、
そ
れ
は
譲
受
人
へ
の
移
転
を
さ
せ
る
理
由
と
し
て
は
十
分
で
な
い
と
す
る（

S
ch
o
lz,

a
a
O
,
S
.
56)

。

40
）

L
o
b
in
g
er in S

o
erg

el,
V
o
r
346,

R
d
n
.
42.

41
）

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
137.

42
）

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
90f

;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
457f.

43
）

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
90f

;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
457f.

44
）

S
ch
w
en
zer,

A
cP
182,

214,
250

;
B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
64f,

69f.

45
）

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
93f

;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
457f.

46
）

た
と
え
ば
ハ
ッ
テ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、
金
銭
債
権
の
譲
渡
の
場
合
と
取
消
権
が
債
務
に
関
連
す
る
場
合
に
つ
い
て
通
常
は
結
論
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。
ま
た
、
物
債
権
の
譲
渡
の
場
合
と
取
消
権
が
債
権
に
関
連
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る（

H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

ts-
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g
esta

ltu
n
g
,
S
.
454ff )

。

47
）

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
69
;
S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
93
;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
455.

48
）

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
7
;
S
tein

b
eck

,
a
a
O
.
S
.
93
;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
455.

そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
表
示
上
の
錯
誤
の

よ
う
に
給
付
の
不
均
衡
が
な
い
場
合
に
は
譲
渡
人
の
み
が
取
消
に
つ
き
利
益
を
有
す
る
と
の
見
解
が
あ
る（

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
70)

。

49
）

S
ch
w
en
zer,

A
cP

182,
214,

250f.

50
）

S
ch
w
en
zer,

A
cP

182,
214,

250f.

な
お
、
解
除
が
将
来
に
向
か
っ
て
効
力
を
生
じ
る
と
解
す
る
場
合
で
も
、
取
消
（
遡
及
的
無
効
）
と
の
間
に

は
交
換
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。

51
）

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
69.

52
）

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
93
;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
455.

53
）

B
a
tta
fa
ra
n
o
,
a
a
O
,
S
.
104.

54
）

S
ch
w
en
zer,

A
cP

182,
214,

251
;
B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
64f,

68
;
S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
92
;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
454f.

ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
は
そ
の
他
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
場
合
に
取
消
権
が
譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
取
消
の
相
手
方
を
免
責
す
る
こ
と

に
な
る
と
い
う
点
を
挙
げ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
譲
受
人
は
、
通
常
は
譲
り
受
け
た
債
権
の
消
滅
を
望
ま
な
い
た
め
に
取
消
権
を
行
使
し
な
い
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

錯
誤
の
場
合
は
と
も
か
く

詐
欺
や
ラ
エ
シ
オ
・
エ
ノ
ル
ミ
ス
（
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
三
四
条
参
照
）
の
場
合
、
そ
れ
ら
の
構

成
要
件
は
債
務
者
に
帰
責
さ
れ
得
る
た
め
、
契
約
維
持
に
対
す
る
相
手
方＝

債
務
者
の
利
益
は
保
護
に
値
し
な
い
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
次
の
よ

う
に
相
対
化
さ
れ
る
と
も
言
う
。
す
な
わ
ち
、
取
消
権
が
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
し
て
も
、
譲
受
人
の
意
思
に
反
す
る
取
消
権
の
行
使
は
原
則
と
し
て
違

法
と
な
り
得
る
。
こ
の
た
め
、
取
消
の
主
張
の
確
率
は
低
く
な
り
、
結
果
的
に
、
相
手
方
は
優
遇
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
よ

り
、
侵
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
権
利
を
取
得
し
た
と
い
う
事
実
の
不
可
避
の
結
果
で
あ
る（

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
65)

。

55
）

ド
イ
ツ
に
つ
き
、B

u
sch

e
 
in
 
S
ta
u
d
in
g
er,

E
in
l zu

398ff,
R
d
n
.
65

、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
つ
き
、N

eu
m
a
y
r in

 
K
o
zio
l /B

y
d
lin
sk
i /

B
o
llen

b
erg

er,
A
B
G
B
,
3.,
A
u
fl.,

1392,
R
d
n
.
7f.

ド
イ
ツ
に
お
け
る
担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
鳥
谷
部
茂
「
権
利
の
譲
渡
担
保
」

同
『
非
典
型
担
保
の
法
理
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
三
一
頁
以
下
〔
初
出：
法
時
五
二
巻
六
号
、
同
七
号
（
一
九
八
〇
年
）〕。

56
）

延
長
さ
れ
た
所
有
権
留
保
に
つ
い
て
は
、
米
倉
明
『
所
有
権
留
保
の
研
究
』（
新
青
出
版
、
一
九
九
七
年
）
の
ほ
か
、
石
口
修
『
所
有
権
留
保
の
現

代
的
課
題
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。
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57
）

シ
ュ
ベ
ン
ツ
ア
ー
は
、
履
行
の
た
め
の
債
権
譲
渡
も
担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡
と
同
視
す
る（

S
ch
w
en
zer,

A
cP

182,
214,

223)

。

58
）

B
u
sch

e in
 
S
ta
u
d
in
g
er,

E
in
l zu

398ff.
R
d
n
.
91

;
S
ch
u
lze in

 
S
ch
u
lze,

B
u
rg
erlich

es G
esetzb

u
ch
 
H
a
n
d
k
o
m
m
n
en
ta
r,
4.,

A
u
fla
g
e,
2005,

398,
R
d
n
.
14f

;
W
elser,

a
a
O
,
S
.
124

;
D
u
llin

g
er,

a
a
O
,
S
.
110.

59
）

N
o
rr /S

ch
ey
h
in
g
/P
o
g
g
eler,

a
a
O
,
S
.
140f

;
S
ch
w
a
b
/P
ru
ttin

g
,
S
a
ch
en
rech

t,
32.

A
u
fl.,

2006,
R
d
n
.
846

;
B
u
lo
w
,
R
ech

t d
er

 
K
red

itsich
erh

eiten
,
7.
N
eu b

ea
rb
eitete u

n
d erw

eiterte A
u
fl.,

2007,
R
d
n
.
1370.

60
）

W
elser,

a
a
O
,
S
.
125

;
D
u
llin

g
er,

a
a
O
,
R
d
n
.
5/27.

61
）

T
h
o
n
i in F

en
y
v
es /K

ersch
n
er /V

o
n
k
ilch

,
K
la
n
g
,
A
B
G
B
,
1392,

R
d
n
.
140.

62
）

S
ch
w
en
zer,

A
cP

182,
214,

241,
251

;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
451ff

;
K
a
iser in S

ta
u
d
in
g
er,

R
d
n
.
36
;
L
o
b
in
g
er in

 
S
o
erg

el,
V
o
r
346,

R
d
n
.
41.

63
）

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
63f,

138f

（
た
だ
し
、
金
銭
債
権
が
担
保
の
た
め
に
譲
渡
さ
れ
る
場
合
の
取
消
権
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
と
す

る（
S
.
69))

;
S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
85ff

;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
451ff

（
た
だ
し
、
譲
渡
人
に
よ
り
形
成
権
が
行
使
さ
れ
て
も
、

そ
れ
に
よ
っ
て
譲
受
人
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
形
成
権
が
譲
渡
人
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
認
め
る
。）。

64
）

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
86f

;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
452.

65
）

Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
八
三
条
三
項
は
、
権
利
質
に
お
い
て
、
担
保
権
を
実
行
で
き
る
時
期
以
降
、
質
権
者
と
債
権
者
が
独
自
の
告
知
権
を
有
す
る
旨
を
定
め

て
い
る
。

66
）

B
u
lo
w
,
a
a
O
,
R
d
n
.
1373.

67
）

取
立
の
た
め
の
債
権
譲
渡
と
類
似
す
る
も
の
と
し
て
取
立
授
権
が
あ
る
。
こ
の
概
念
は
、
取
立
の
た
め
の
債
権
譲
渡
に
は
、
譲
受
人
に
債
権
譲
渡
の

経
済
的
目
的
以
上
の
権
限
を
与
え
る
と
い
う
危
険
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
債
権
者
（
授
権
者
）
が
他
人
（
被
授
権
者
）
に
、
自
己

（
被
授
権
者
）
の
名
で
債
権
を
取
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
を
授
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
債
権
自
体
は
授
権
者
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
取
立

授
権
と
取
立
の
た
め
の
債
権
譲
渡
の
違
い
は
、
取
立
の
た
め
の
債
権
譲
渡
の
場
合
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
の
債
権
者
た
る
地
位
を
完
全
に
取
得
す
る
が
、
取

立
授
権
の
場
合
、
授
権
さ
れ
た
者
は
た
ん
に
一
定
の
債
権
を
取
り
立
て
る
権
限
を
授
与
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
点
に
あ
る（

B
u
sch

e in
 
S
ta
u
d
in
-

g
er,

E
in
l zu

398ff.
R
d
n
.
108)

。
な
お
、
取
立
授
権
は
、
ド
イ
ツ
で
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
（
ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
は
、
米
倉
・
前
掲
二
一
〇
頁
以

下
、
伊
藤
進
『
授
権
・
追
完
・
表
見
代
理
』（
成
文
堂
、
一
九
八
九
年
）
二
八
頁
等
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
判
例
・
学
説
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る（

W
el-
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ser,
a
a
O
,
S
.
127

;
T
h
o
n
i in F

en
y
v
es /K

ersch
n
er /V

o
n
k
ilch

,
K
la
n
g
,
1392,

R
d
n
.
143)

。

68
）

B
u
sch

e in S
ta
u
d
in
g
er,

E
in
l zu

398ff,
R
d
n
.
107.

69
）

Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
〇
〇
二
条
は
、
委
任
と
代
理
を
統
一
的
な
契
約
類
型
（
代
理
契
約
（B

ev
o
llm

a
ch
tig
u
n
g
sv
ertra

g

））
と
し
て
規
律
す
る
が
、
通
説

は
こ
れ
ら
を
区
別
し
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、W

elser,
a
a
O
,
S
.
210)

。

70
）

ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
六
七
条
参
照
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
つ
い
て
は
、T

h
o
n
i
 
in
 
F
en
y
v
es /K

ersch
n
er /V

o
n
k
ilch

,

K
la
n
g

1392,
R
d
n
.
133.

71
）

B
u
sch

e in S
ta
u
d
in
g
er,

E
in
l zu

398ff,
R
d
n
.
107

;
T
h
o
n
i,
in K

la
n
g
,
1392,

R
d
n
.
132.

72
）

S
ch
w
en
zer,

A
cP
182,

214,
244

;
B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
62,

132
;
S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
84
;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
451

;

K
a
iser in S

ta
u
d
in
g
er,

R
d
n
.
35
;
L
o
b
in
g
er in S

o
erg

el,
V
o
r
346,

R
d
n
.
41..

73
）

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
84.

な
お
、S

ch
w
en
zer,

A
cP

182, 244

は
、
解
除
権
等
の
形
成
権
の
行
使
に
よ
り
債
権
が
消
滅
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は

譲
受
人
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

74
）

こ
の
内
部
関
係
に
基
づ
き
、
譲
渡
人
は
譲
受
人
に
対
し
て
免
責
請
求
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
五
七
条
参
照
）
を
有
す
る（

S
ch
w
en
zer,

A
cP

182,
S
.243f

;

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
85.

75
）

S
ch
w
en
zer,

A
cP
182,

243f
;
B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
63,

132
;
S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
85

;
H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
451

;

K
a
iser in S

ta
u
d
in
g
er,

R
d
n
.
35
;
L
o
b
in
g
er in S

o
erg

el,
V
o
r
346,

R
d
n
.
41.

76
）

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
299.

77
）

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
299.

78
）

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
309.

79
）

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
315ff.

な
お
、
デ
ル
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、

債
権
に
関
連
す
る
約
定
解
除
権
の
行
使
の
場
合
、
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
に
対
し
て
事

務
管
理
ま
た
は
不
当
利
得
に
基
づ
く
請
求
権
を
取
得
す
る
。

債
務
に
関
連
す
る
約
定
解
除
権
の
場
合
、
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
の
解
除
権
行
使
に
よ
る
譲

渡
債
権
の
消
滅
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
譲
渡
人
は
、
で
き
る
限
り
譲
受
人
の
債
権
の
実
現
を
支
援
す
る
と
い
う
付
随
義
務
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ

二
四
二
条
ま
た
は
六
七
七
条
）
の
違
反
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
請
求
を
譲
渡
人
に
主
張
で
き
る
。

80
）

な
お
、
デ
ル
ナ
ー
は
、
詐
欺
が
な
さ
れ
た
が
給
付
と
反
対
給
付
と
が
均
衡
し
て
い
る
場
合
、
取
消
権
の
機
能
は
、
瑕
疵
あ
る
意
思
形
成
に
基
づ
い
て
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成
立
し
た
契
約
か
ら
脱
退
す
る
と
い
う
契
約
締
結
者
の
利
益
の
保
護
に
あ
る
た
め
、
取
消
権
は
譲
渡
人
に
と
ど
ま
る
と
す
る（

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
320)

。

強
迫
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
人
が
取
消
可
能
性
を
認
識
し
て
い
る
た
め
、
債
権
譲
渡
は
追
認
に
該
当
す
る
か
ら
、
取
消
は
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
問
題
と
な

ら
な
い
と
の
見
解
が
あ
る（

S
itzm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
70f )

。

81
）

デ
ル
ナ
ー
は
取
消
権
の
移
転
が
問
題
と
な
る
前
提
と
し
て
、
①
追
認
が
生
じ
な
い
こ
と
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
四
条
）、
②
取
消
期
間
が
経
過
し
て
い
な
い

こ
と
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
一
条
）、
③
譲
渡
人
が
債
権
譲
渡
前
に
自
分
が
錯
誤
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
と
同
時
に
、
譲
受
人
が

原
因
契
約
の
締
結
の
際
、
譲
渡
人
と
同
じ
錯
誤
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
、
が
必
要
で
あ
る
と
す
る（

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
320)

。

82
）

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
322.

83
）

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
322.

こ
れ
は
、
譲
渡
人
の
意
思
の
瑕
疵
が
譲
受
人
に
引
き
続
き
作
用
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
注

81
）参

照
）。
こ
の
場
合
、
譲
受
人
は
債
権
と
と
も
に
取
消
権
を
戻
し
譲
渡
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
が
期
間
徒
過
に
よ
り
取
消
権
を
失

う
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
一
条
参
照
）
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
取
消
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
五
四

条
、
同
二
四
二
条
参
照
）（

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
322f. )

。

84
）

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
323f.

85
）

S
itzm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
70f.

86
）

な
お
、
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
で
形
成
権
の
移
転
に
関
す
る
合
意
が
な
い
場
合
、
お
よ
び
補
充
的
契
約
解
釈
の
結
果
、
形
成
権
が
譲
渡
人
に
帰
属
す
る

場
合
に
は
、
譲
渡
人
の
み
が
単
独
で
形
成
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る（

G
a
ier in M

u
n
ch
en
er K

o
m
m
en
ta
r,
V
o
r
346,

R
d
n
.
13
;

O
tto in S

ta
u
d
in
g
er,

325,
R
d
n
.
44
;
K
a
iser in S

ta
u
d
in
g
er,

V
o
rb
em
 
zu

346-354,
R
d
n
.
41)

。

87
）

譲
受
人
の
「
協
力
」
が
要
求
さ
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
本
文
で
述
べ
た
譲
渡
債
権
の
保
護
の
他
、
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
の
内
部
関
係
に
基
づ
く
譲
渡

人
の
担
保
責
任
や
積
極
的
契
約
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
譲
受
人
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
（
と
く

に
物
の
譲
渡
を
目
的
と
す
る
債
権
を
譲
り
受
け
た
場
合
や
譲
渡
人
の
支
払
能
力
に
疑
い
が
生
じ
た
場
合
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.

73)

。

88
）

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
296

;
S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
77.

89
）

協
力
モ
デ
ル
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、D

o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
296

;
S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
73.

90
）

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
27
;
D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
296

;
S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
73.
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91
）

協
力
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
譲
受
人
の
同
意
あ
る
い
は
譲
渡
人
・
譲
受
人
の
共
同
行
使
は
、
解
除
等
の
有
効
要
件
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
ら
が
欠
け
て
も

解
除
等
自
体
は
有
効
で
あ
り
、
た
ん
に
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
の
内
部
で
損
害
賠
償
等
の
問
題
が
生
じ
る
だ
け
で
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
は
必
ず
も
明
確
で

は
な
い
。
⒜
に
関
し
て
は
、
右
の
い
ず
れ
の
捉
え
方
も
あ
り
得
る
。
他
方
⒝
に
関
し
て
は
、
共
同
行
使
は
解
除
の
要
件
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

S
tein

-

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
74
;
G
o
lla
,
D
ie G

la
u
b
ig
errech

te b
ei L

eistu
n
g
ssto

ru
n
g n

a
ch A

b
tretu

n
g
,
1995,

S
.
157f )

。

92
）

⒞
は
、
基
本
的
に
は
合
意
に
よ
る
形
成
権
の
移
転
を
認
め
る
立
場
で
問
題
と
な
る
（
た
と
え
ばW

eb
er
 
in
 
R
G
R
K
,
B
G
B
,
401,

R
d
n
.
19

;

E
m
m
erich in M

u
n
ch
en
er K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
u
rg
erlich

en G
esetzb

u
ch
,
B
d
.
2,
S
ch
u
ld
rech

t,
A
llg
em
ein
er T

eil
(

241-432),
1979,

325,
R
d
n
.
16
;
K
a
iser in S

ta
u
d
in
g
er,

V
o
rb
em
 
zu

346-354,
R
d
n
.
42)

。
な
お
カ
イ
ザ
ー
は
、
譲
渡
人
の
同
意
が
必
要
か
否
か
は
譲
渡
人
・

譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
契
約
の
解
釈
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
。

93
）

以
下
の
整
理
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
の
論
文
に
負
う（

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
75)

。

94
）

そ
の
他
、
特
に
⒟
に
対
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る（

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
75f )

。
①
こ
の
見
解
は
、
法
的
根
拠
と
し
て
解
除
の
不
可
分

性
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
三
五
六
条
参
照
）
を
挙
げ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
は
、
同
条
は
解
除
権
者
の
側
ま
た
は
相
手
方
の
側
に
複
数
の
人
が
存
在
し
て
い
る

場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
も
の
と
の
指
摘
が
あ
る
。
②
こ
の
見
解
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
三
二
六
条
所
定
の
解
除
権
は
、
違
反
要
件
お
よ
び
そ
れ
と
結
び
つ
い
た

法
的
効
果
と
い
う
二
つ
の
構
成
要
素
に
区
分
さ
れ
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
譲
受
人
は
違
反
の
構
成
要
件
の
支
配
者
で
あ
り
、
譲
渡
人
は
法
的
効
果
の

支
配
者
で
あ
る
と
し
て
、
両
者
を
あ
る
種
の
清
算
共
同
体
へ
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
考
え
方
は
、
そ
の
他
の
解
除
に
つ
い
て
常
に
妥
当
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
法
的
効
果
の
支
配
者
で
あ
る
譲
渡
人
の
地
位
は
、
不
可
侵
の
地
位
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
譲
受
人
も
解
除
の
効
果
に
関
わ
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

95
）

な
お
、
ド
イ
ツ
Ｂ
Ｇ
Ｈ
二
〇
〇
二
年
一
月
一
七
日
判
決（

N
JW

2002,
1568）

は
、
担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡
の
場
合
に
お
い
て
、
譲
渡
人
は
債
権

譲
渡
に
よ
り
解
除
の
た
め
の
期
間
指
定
権
を
失
わ
な
い
旨
を
判
示
し
た
。
そ
の
際
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
契
約
上
の
形
成
権
は
、
担
保
の
合
意
の
内
容
に
反
し
な

い
限
り
、
譲
渡
人
に
と
ど
ま
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
形
成
権
の
不
可
分
性
へ
の
逆
戻
り
で
あ
る
と
の
評
価
が
あ
る（

H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

ts-

g
esta

ltu
n
g
,
S
.
453)

。

96
）

G
o
lla
,
a
a
O
,
S
.
148.

97
）

G
o
lla
,
a
a
O
,
S
.
152.

98
）

G
o
lla
,
a
a
O
,
S
.
156ff.

な
お
ゴ
ー
ラ
は
、
債
務
者
の
利
益
は
顧
慮
さ
れ
な
い
と
す
る
。
債
務
者
は
、
新
旧
債
権
者
の
利
益
を
侵
害
し
て
い
る
か
ら
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で
あ
る
。

99
）

L
u
k
a
s,
Z
essio

n
,
S
.
238.

1
）

L
u
k
a
s,
a
a
O
,
S
.
236f.

1
）

L
u
k
a
s,
a
a
O
,
S
.
236f.

1
）

L
u
k
a
s,
a
a
O
,
S
.
229ff.

こ
の
同
意
を
要
求
す
る
見
解
に
対
し
て
は
、
取
消
権
を
麻
痺
さ
せ
て
し
ま
う
と
の
批
判
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
ル
ー
カ

ス
は
、
以
下
の
提
案
を
し
て
い
る
。
①
譲
渡
債
権
の
受
戻
し
（
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
二
二
条
）
を
認
め
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
、
債
務
者
は
彼
に
よ
っ
て
選
択

さ
れ
た
債
権
者
と
し
て
の
契
約
当
事
者
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
他
方
、
譲
受
人
は
、
彼
が
債
権
の
取
得
に
よ
っ
て
目
的
と
し
た
も
の
を
取
得
で
き
る
こ
と

に
な
る
。
譲
渡
人
は
、
債
務
者
と
の
契
約
関
係
に
基
づ
く
す
べ
て
の
権
利
を
す
べ
て
彼
の
手
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
問
題
な
く
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
。
②
譲
渡
人
が
譲
受
人
に
対
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
七
三
条
以
下
の
基
準
に
よ
り
担
保
を
提
供
す
る
こ
と
（
こ
れ
は
、
取
消
権
に
関
す
る
譲
受
人

の
同
意
を
問
題
と
し
な
い
の
に
十
分
で
あ
る
と
見
な
し
得
る
、
と
す
る
）。

1
）

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
77.

1
）

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
77ff,

249.
な
お
ホ
フ
マ
ン
は
、
彼
の
権
利
割
当
の
シ
ス
テ
ム
を
、
ま
ず
物
権
、
す
な
わ
ち
法
律
に
よ
る
保
護
を
享
受
す
る

権
利
を
基
礎
と
し
て
構
築
し
、
こ
れ
を
債
権
譲
渡
に
適
用
す
る
、
と
い
う
形
で
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
法
律
に
基
づ
く
債
権
を
譲
渡
す

る
場
合
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
適
用
す
る
こ
と
に
は
問
題
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
合
意
に
基
づ
く
債
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
適
用
す

る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
り
得
る
。
本
文
の
記
述
は
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
彼
が
下
し
た
判
断
で
あ
る
。

1
）

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
81.

な
お
、
目
的
拘
束
に
つ
い
て
は
、S

.
59

を
参
照
。

1
）

物
権
の
場
合
、n
u
m
eru

s cla
u
su
s

は
、
類
型
強
制
と
類
型
固
定
の
原
則
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る（

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
85)

。

1
）

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
91f.

こ
の
点
に
つ
い
て
ホ
フ
マ
ン
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
言
う
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
に
は
、
方
位
確
認
の
安
全

（O
rien

tieru
n
g
ssich

erh
eit

）
を
保
障
す
る
た
め
の
基
礎
が
存
在
す
る
。
債
務
者
は
、
債
権
の
発
生
要
件
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
、
合
意
に

基
づ
き
そ
れ
を
発
生
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
債
務
者
は
、
債
権
の
具
体
的
・
質
的
な
性
質
を
承
知
し
て
い
る
。
彼
が
こ
の
債
務
を
履
行
す
る

予
定
で
あ
る
な
ら
ば
、
方
位
確
認
の
安
全
の
必
要
性
が
存
在
す
る
。
債
権
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
安
全
性
は
、
譲
渡
可
能
性
の
予
見
可
能
性
お
よ
び
計
算

可
能
性
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
得
る
。
つ
ま
り
、
債
権
譲
渡
の
場
合
、n

u
m
eru

s cla
u
su
s

は
、
債
権
所
持
者
の
形
成
可
能
性

債
務
者
は
そ
れ
に
同
意

し
て
い
な
い

に
と
っ
て
妥
当
す
る
。
以
上
の
説
明
は
、
要
す
る
に
、
契
約
に
基
づ
く
債
権
の
発
生
に
債
務
者
は
関
与
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
譲
渡
さ
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れ
る
場
合
、
誰
に
弁
済
を
す
る
か
に
つ
い
て
知
る
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

1
）

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
178,

254.
1
）

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
178,

254.
1
）

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
177ff.

1
）

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
187.

1
）

ホ
フ
マ
ン
は
、
告
知
権
や
消
費
者
撤
回
権
も
自
己
決
定
の
自
由
の
保
護
を
理
由
に
譲
渡
人
に
帰
属
さ
せ
る（

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
214ff,

217ff )

。

1
）

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
197ff,

255.

1
）

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
208ff,

256.

な
お
、
解
除
権
に
関
す
る
ホ
フ
マ
ン
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
二
節
一
２
も
参
照
。

1
）

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
226f.

1
）

現
行
法
上
の
債
権
の
売
主
の
担
保
責
任
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
法
で
は
、
①
追
履
行
請
求
権
、
②
解
除
権
、
③
代
金
減
額

権
、
④
損
害
賠
償
請
求
権
、
⑤
無
駄
に
な
っ
た
費
用
の
賠
償
請
求
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
三
七
条
）
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
で
は
、
①
解
除
権
、
②
代
金

減
額
権
、
③
修
補
請
求
権
ま
た
は
追
完
請
求
権
（
以
上
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
九
七
条
）、
④
譲
渡
人
に
過
責
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
損
害
賠
償
請
求
（
Ａ
Ｂ

Ｇ
Ｂ
九
三
三
ａ
条
）
で
あ
る
。

1
）

こ
こ
で
は
、B

ru
g
m
a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
93.

の
み
を
挙
げ
て
お
く
。

1
）

た
と
え
ば
、B

ru
g
m
a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
93
;
B
a
tta
fa
ra
n
o
,
a
a
O
,
S
.
105

(F
n
.
93)

;
S
ch
w
en
zer,

A
cP

182,
214,

252
(F
n
.
150).

1
）

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
105,

133
;
S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
89
;
D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
310.

ま
た
、B

a
tta
fa
ra
n
o
,
a
a
O
,
S
.
105

も
参
照
。
な
お
ド

イ
ツ
で
は
、
譲
渡
債
権
に
つ
き
債
務
者
の
給
付
障
害
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
譲
渡
人
は
原
則
と
し
て
は
保
証
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
で
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
九
七
条
は
、
債
権
の
給
付
提
供
性
（E

in
b
rin
g
lich

k
eit

）
に
つ
き
譲
渡
人
は
責
任
を
負
う
と
し
て
い
る
。

1
）

S
ch
w
en
zer,

A
cp

182,
214,

245
;
B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
133f.

1
）

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
307,

309,
321f.

1
）

G
o
lla
,
a
a
O
,
S
.
171.

1
）

G
o
lla
,
a
a
O
,
S
.
169ff.

1
）

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
135,

S
.
105.
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第
四
節

小

括

一

契
約
当
事
者
の
地
位
と
取
消
権
・
解
除
権
の
関
係

密
接
不
可
分
の
関
係
か
ら
分
離
可
能
な
関
係
へ

以
上
、
形
成
権
、
と
り
わ
け
取
消
権
お
よ
び
解
除
権
の
移
転
に
関
す
る
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
議
論
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ

ら
の
議
論
は
、
学
説
史
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ゼ
ッ
ケ
ル
に
よ
り
形
成
権
が
発
見
さ
れ
た
二
〇

世
紀
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
は
、
形
成
権
の
譲
渡
性
に
つ
き
、
債
権
者
の
地
位
や
契
約
当
事
者
の
地
位
か
ら
独
立
し
て
譲
渡
で
き
る

形
成
権
（
独
立
的
形
成
権
）
と
、
そ
れ
ら
の
法
的
地
位
か
ら
は
分
離
で
き
な
い
形
成
権
（
債
権
に
関
連
す
る
形
成
権
、
契
約
に
関
連
す

る
形
成
権
）
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
、
問
題
と
な
る
形
成
権
が
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
よ
っ
て
譲
渡
性
を
判
断
す
る

見
解
が
支
持
さ
れ
て
い
た
。

一
九
七
三
年
、
ド
イ
ツ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
形
成
権
は
原
則
と
し
て
合
意
に
よ
り
譲
渡
で
き
る
と

判
示
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
学
説
に
お
い
て
こ
の
見
解
が
支
持
・
発
展
さ

せ
ら
れ
、
現
在
有
力
な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
有
力
説
を
批
判
し
、
結
論
的
に
な
お
伝
統
的
な
見
解
を
支
持
す
る
見

解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

伝
統
的
見
解
（
以
下
で
は
、
有
力
説
に
対
す
る
批
判
的
見
解
（
右
の

）
も
含
む
意
味
で
用
い
る
）
で
は
、
形
成
権
の
う
ち
独
立
的

形
成
権
は
、
他
の
法
的
地
位
か
ら
分
離
し
て
譲
渡
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
（
た
と
え
ば
、
オ
プ
シ
ョ
ン
権
、
先
買

権
、
再
売
買
権
等
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
取
消
権
や
解
除
権
は
、
契
約
当
事
者
の
地
位
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
き
た

（
非
独
立
的
形
成
権
の
う
ち
、
契
約
に
関
連
す
る
形

１
）

成
権
）。
こ
の
よ
う
に
形
成
権
の
中
に
他
の
法
的
地
位
と
分
離
し
て
譲
渡
で
き
な
い

も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
ゼ
ッ
ケ
ル
に
よ
り
主
張
さ
れ
て
い
た
。
彼
の
見
解
そ
の
も
の
は
、
そ
の
後
全
面
的
に
受
け
入
れ
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ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
不
可
分
性
の
考
え
方
は
、
そ
の
後
の
学
説
に
引
き
継
が
れ
、
伝
統
的
見
解
の
基
本
的
な
支
柱
の

一
つ
と
な

２
）

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
有
力
説
は
、
契
約
自
由
の
原
則
ま
た
は
私
的
自
治
の
原
則
を
根
拠
と
し
て
、
形
成
権
は
契
約
引
受
行
為
や
債
権
譲
渡

行
為
の
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
譲
渡
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
取
消
権
や
解
除
権
に
つ
い
て
も
、
契
約

当
事
者
の
地
位
か
ら
分
離
さ
せ
て
債
権
と
と
も
に
譲
受
人
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
は
債
権
や
契
約
上
の
地
位
を

伴
う
こ
と
な
く
移
転
さ
せ
る
こ
と
（
独
立
的
譲
渡
）
さ
え
可
能
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
取
消
権
・
解
除
権
の

譲
渡
が
債
権
譲
渡
に
準
じ
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
適
用
規
範
と
し
て
、
直
截
に
私
的
自
治
の
原
則
ま
た

は
契
約
自
由
の
原
則
を
挙
げ
る
見
解
の
ほ
か
、
ド
イ
ツ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
三
条
の
適
用
な
い
し
類
推
適
用
を
挙
げ
る
見
解
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア

Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
九
三
条
を
類
推
適
用
す
る
見
解
が
見
ら
れ
る
点
に
表
れ
て

３
）

い
る
。
な
お
、
当
事
者
の
合
意
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
点
に
鑑

み
る
と
、
こ
の
見
解
で
は
、「
取
消
権
・
解
除
権
は
、
契
約
当
事
者＝

債
権
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
は
、
い
わ
ば
任
意

法
規
的
な
性
質
を
有
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ

４
）

れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
伝
統
的
学
説
か
ら
有
力
説
へ
の
学
説
史
的
な
展
開
は
、
債
権
が
次
第
に
そ
の
譲
渡
性
を
承
認
さ
れ
て
い
っ
た
の
と
同

じ
よ

５
）

う
に
、
契
約
当
事
者
の
地
位
と
と
も
に
の
み
譲
渡
さ
れ
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
取
消
権
や
解
除
権
が
次
第
に
そ
の
よ
う
な

か
ら
解
放
さ
れ
て
、
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
譲
渡
の
可
能
性
を
獲
得
し
て
い
く
過
程
を
示
し
て
い
る
と
思
わ

６
）

れ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ

れ
ら
の
形
成
権
は
、
伝
統
的
見
解
で
は
、
契
約
当
事
者
の
地
位
か
ら
分
離
し
て
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か

し
、
こ
の
見
解
に
も
と
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
形
成
権
の
行
使
権
限
に
つ
き
授
権
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て

７
）

い
た
。

ド

イ
ツ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、

瑕
疵
担
保
解
除
権
等
の
独
立
的
譲
渡
に
つ
い
て
は
授
権
構
成
の
可
能
性
を
認
め
る
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
が

一
九
七
三
年
判
決
等
に
お
い
て
解
除
権
が
合
意
に
よ
っ
て
移
転
す
る
こ
と
を
認
め
て

８
）

い
る
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
、
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合
意
に
よ
る
形
成
権
の
譲
渡
が
学
説
に
よ
り
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
判
例
は
、
形
成
権
の
独
立
的
譲
渡
を
認
め
て

９
）

い
る
（
な

お
有
力
説
は
、
形
成
権
の
完
全
な
譲
渡
と
い
う
構
成
と
行
使
権
限
の
授
権
と
い
う
構
成
は
、
本
質
に
お
い
て
違
い
は
な
い
と

10
）

す
る
）。

さ
て
、
右
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
議
論
状
況
か
ら
、
日
本
法
に
と
っ
て
次
の
よ
う
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
。

⑴

第
一
は
、
取
消
権
や
解
除
権
が
契
約
当
事
者
の
地
位
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
点
は
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
不
可
分
性
は
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
伝
統
的
見
解
で
は
当
然
の
前
提
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

こ
れ
は
、
契
約
当
事
者
の
地
位
と
取
消
権
・
解
除
権
と
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
も
分
離
し
得
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
後
に
は
じ

め
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
（
こ
の
こ
と
は
、
債
権
者
の
地
位
と
債
権
に
関
連
す
る
形
成
権
と
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
点
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
）。
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
有
力
説
に
は
説
得
力
が
あ
る
と
考
え
る
。

日
本
で
も
、
取
消
権
・
解
除
権
と
契
約
当
事
者
の
地
位
の
不
可
分
性
を
説
く
見
解
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
形
成
権
の
帰
属
が
問
題
と

な
る
具
体
的
な
場
面
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
う
え
で
不
可
分
と
解
し
て
よ
い
か
否
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

⑵

第
二
は
、
右
で
述
べ
た
不
可
分
性
の
検
討
の
際
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
有
力
説
は
有
益
な
視
点
を
与
え
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

ア

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
形
成
権
の
分
配
に
際
し
て
、
契
約
引
受
行
為
や
債
権
譲
渡
行
為
の
当
事
者
（
契
約
譲
渡
人
・
引
受

人
、
債
権
譲
渡
人
・
譲
受
人
）
の
内
部
関
係
に
着
目
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
、
伝
統
的
見
解
で
は
、
取
消
権
・
解
除
権
と
契

約
当
事
者
の
地
位
が
不
可
分
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
当
事
者
間
に
お
け
る
承
継
の
対
象
が
債
権
か
契
約
当
事
者
の
地
位
か
と
い
う
こ
と

が
重
要
な
判
断
要
素
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
有
力
説
で
は
、
形
成
権
（
そ
の
他
の
二
次
的
権
利
も
含
む
）
の
分
配
は
、

当
事
者
間
の
合
意
ま
た
は
契
約
欠
缺
の
補
充
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
契
約
引
受
の
場
面
で
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は
、
伝
統
的
見
解
と
の
間
で
大
き
な
違
い
を
生
じ
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
契
約
引
受
が
契
約
当
事
者
の
地
位
か
ら
生
じ
る

権
利
義
務
の
包
括
的
な
移
転
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
債
権
譲
渡
の
場
面
で
は
、
取
消
権
・

解
除
権
が
一
定
の
場
合
に
譲
受
人
に
移
転
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

11
）

お
り
、
伝
統
的
見
解
と
の
相
違
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

右
の
よ
う
な
視
点
の
転
換
は
、
有
力
説
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
右
の
よ
う
に
当
事
者
の
内
部
関
係
に
着
目
し
て
形
成
権
の
帰
属
の
判
断
す
る
立
場
で
は
、
形
成
権
の
帰
属
に
関
す
る
合
意
が

重
要
な
判
断
の
対
象
と
な
る
。
も
っ
と
も
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
契
約
引
受
や
債
権
譲
渡
の
場
面
に
お
い
て
取
消
権
・
解
除
権

の
帰
属
に
つ
き
合
意
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
議
論
の
重
点
は
、
そ
の
合
意
の
欠
缺
を
ど
の
よ
う
に
補
充

す
る
か
と
い
う
点
に
置
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
判
断
の
方
法
お
よ
び
基
準
に
つ
い
て
、
学
説
は
か
な

り
錯
綜
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
対
立
は
、
債
権
譲
渡
の
場
合
に
そ
の
原
因
関
係
を
考
慮
す
る
か
否
か
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
形
成
権
の
移
転
に
よ
り
生
じ
る
債
務
者
の
不
利
益
を
ど
の
よ
う
に
保
護
す
る
か
と
い
う
点
に
関
す
る
対
立

に
起
因
す
る
が
、
ま
た
、
形
成
権
の
分
配
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
フ
ァ
ク
タ
ー
に
も
影
響
す
る
。
す
な
わ
ち
、
原
因
関
係
を
考
慮
す
る
見

解
で
は
、
債
権
売
買
、
担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡
、
取
立
の
た
め
の
債
権
譲
渡
、
間
接
代
理
と
い
う
事
例
類
型
ご
と
に
、
問
題
と
な
る

形
成
権
の
機
能
も
視
野
に
入
れ
て
、
譲
渡
人
、
譲
受
人
、
相
手
方
の
有
す
る
利
益
の
考
量
が
な
さ
れ
る
。
他
方
、
否
定
的
な
見
解
で

は
、
債
務
者
は
原
因
関
係
の
個
別
性
を
認
識
で
き
な
い
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
債
権
譲
渡
行
為
（＝

処
分
行
為
）
の
目
的
（＝

債

権
の
有
す
る
財
産
的
価
値
の
移
転
）
と
形
成
権
の
機
能
と
い
う
客
観
的
な
基
準
を
設
定
し
て
い
る
。

イ

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、（
原
因
関
係
を
考
慮
す
る
に
せ
よ
し
な
い
に
せ
よ
）
形
成
権
の
帰
属
を
判
断
す
る
に
際
し
て
、
関
係

当
事
者
（
契
約
引
受
に
お
け
る
譲
渡
人
・
引
受
人
・
相
手
方
、
債
権
譲
渡
に
お
け
る
譲
渡
人
・
譲
受
人
・
相
手
方
）
に
つ
き
、
か
な
り

詳
細
な
利
益
考
量
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
契
約
引
受
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
議
論
は
さ
ほ
ど
複
雑
で
は
な
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い
。
こ
れ
に
対
し
て
債
権
譲
渡
の
場
面
に
関
す
る
議
論
は
、
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
債
権
譲
渡
の
場
合
、
契
約
当
事
者
の
地

位
と
債
権
者
の
地
位
の
分
裂
が
生
じ
る
た
め
、
形
成
権
の
分
配
を
め
ぐ
っ
て
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
で
利
害
関
係
が
鋭
く
対
立
し
得

る
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
激
し
く
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
債
権
売
買
の
場
面
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

12
）

あ
る
。

こ
の
点
、
日
本
で
債
権
譲
渡
に
伴
う
形
成
権
（
特
に
解
除
権
）
の
移
転
が
議
論
さ
れ
る
際
、
主
に
想
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
債
権
売
買

（
特
に
物
債
権
の
売
買
）
の
場
面
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
は
、
日
本
法
の
検
討
に
際
し
て
重
要
な
視
点
を
提
供
し
得
る
と
思
わ

れ
る
。

ウ

次
に
、
有
力
説
は
、
伝
統
的
見
解
が
採
用
す
る
諸
前
提
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
疑
問
を
提
起
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
有
力
説

に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
諸
前
提
が
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
有
力
説
は
、
そ

れ
ら
の
諸
前
提
の
射
程
を
問
い
直
す
契
機
と
な
り
得
る
も
の
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
で

項
を
改
め
て
若
干
の
整
理
を
し
て
お
く
（
二
）。

⑶

も
っ
と
も
、
有
力
説
を
全
面
的
に
採
用
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
権
利
割
当
シ
ス

テ
ム
の
観
点
か
ら
形
成
権
の
帰
属
を
論
じ
る
ホ
フ
マ
ン
の
見
解
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
ゴ
ー
ラ
や
ル
ー
カ
ス
の
見
解
に
も
、
利
益
考

量
の
仕
方
等
に
つ
き
参
考
に
す
べ
き
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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二

伝
統
的
見
解
の
諸
前
提
を
め
ぐ
る
議
論

１

取
消
権
・
解
除
権
の
譲
渡
性

⑴

伝
統
的
見
解
に
お
け
る
形
成
権
の
譲
渡
性

伝
統
的
見
解
に
お
け
る
形
成
権
の
分
類
（

独
立
的
形
成
権
、

非
独
立
的
形
成
権
と
し
て
の
債
権
に
関
連
す
る
形
成
権
、

非
独

立
的
形
成
権
と
し
て
の
契
約
に
関
連
す
る
形

13
）

成
権
）
は
、
形
成
権
の
行
使
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
生
じ
る
か
と
い
う
観
点
に
基
づ
く
も

の
で

14
）

あ
る
。
こ
れ
は
、
形
成
権
の
「
発
見
者
」
た
る
ゼ
ッ
ケ
ル
の
見
解
が
あ
ま
り
に
も
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
批

判
と
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で

15
）

あ
り
、
そ
の
目
的
は
、
債
権
者
や
契
約
当
事
者
の
地
位
の
交
代
等
が
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
形
成
権
の

帰
属
に
つ
き
明
確
性
を
確
保
す
る
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

16
）

れ
る
。
ま
た
、
右
に
お
け
る
形
成
権
の
区
別
を
財
産
的
性
質
の
有
無
に
求
め

る
考
え
方
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
形
成
権
は
、
原
則
と
し
て
独
立
し
た
財
産
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
他
の
法

的
地
位
と
と
も
に
の
み
譲
渡
が
可
能
で
あ
る
。
他
方
、
オ
プ
シ
ョ
ン
権
等
は
、
財
産
的
性
質
を
有
し
て
い
る
た
め
、
独
立
し
て
譲
渡
す

る
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
の
で

17
）

あ
る
。

⑵

譲
渡
の
対
象
と
し
て
の
取
消
権
・
解
除
権

右
の
伝
統
的
な
考
え
方
か
ら
見
る
と
、
取
消
権
や
解
除
権
を
合
意
に
よ
っ
て
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
見
解
に
対
し
て
は
、
次

の
よ
う
な
疑
問
が
提
起
さ
れ
得
る
。
で
は
、
有
力
説
は
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
解
答
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

ア

取
消
権
・
解
除
権
の
技
術
的
手
段
性
と
合
意
に
よ
る
譲
渡
可
能
性

ま
ず
、
取
消
権
や
解
除
権
は
、
契
約
関
係
の
変
動
を
生

じ
さ
せ
る
た
め
の
い
わ
ば
手
段
的
な

18
）

権
利
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
財
産
権
で
あ
る
債
権
と
同
様
に
合
意
に
よ
っ
て
譲
渡
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
に
対
す
る
有
力
説
の
解
答
と
し
て
は
、
取
消
権
や
解
除
権
に
も
、
債
権
や
物
権
そ
の
他
の
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財
産
権
と
同
様
、
財
産
的
価
値
が
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
た
と
え
ば
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
は
、
こ
れ
ら
の
形
成
権
は

確
か
に

取
引
価
値
は
明
確
に
認
識
で
き
な
い
が

そ
れ
ら
の
行
使
に
よ
り
不
利
な
契
約
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
財
産
的
価
値
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
財
産
的
価
値
は
、
取
消
権
や
解
除
権
自
体
に
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
行
使
に
よ
り
生
じ
る
法
的
効
果
と

い
う
点
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

イ

債
権
の
譲
受
人
が
取
消
権
・
解
除
権
を
所
持
す
る
意
味
は
何
か

伝
統
的
見
解
も
有
力
説
も
、
契
約
か
ら
生
じ
た
債
権
が
譲

渡
さ
れ
た
場
合
、
契
約
当
事
者
の
地
位
の
移
転
は
生
じ
な
い
の
で
、
契
約
当
事
者
は
依
然
と
し
て
譲
渡
人
と
そ
の
相
手
方
（＝

債
務

者
）
で
あ
る
と
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
取
消
権
や
解
除
権
は
、
そ
れ
ら
の
行
使
に
よ
っ
て
契
約
関
係
自
体
の
遡
及
的

消
滅
ま
た
は
原
状
回
復
関
係
へ
の
変
動
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
伝
統
的
見
解
は
、
こ
れ
ら
を
契
約
に
関
連
す
る
形

成
権
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
権
譲
渡
に
伴
い
取
消
権
・
解
除
権
が
譲
受
人
に
移
転
す
る
と
の
立
場
で
は
、
譲

受
人
が
そ
れ
ら
の
形
成
権
を
持
つ
実
益
が
ど
こ
に
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
債
権
譲
受
人
自
身
は
、
譲
渡
債
権
の
発
生

原
因
た
る
契
約
の
債
務
者
に
対
し
て
は
何
ら
債
務
を
負
担
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
譲
受
人
が
そ
れ
ら
の
形
成
権
を
行
使
し
て

も
契
約
上
の
債
務
を
免
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
そ
れ
ら
の
形
成
権
を
譲
り
受
け
る
利
益
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
形
成
権
に
財
産
的
価
値
が
あ
る
か
否
か
よ
り
も
む
し
ろ
、
権
利
の
所
持
者
が
そ
の
権
利
に
よ
っ
て
追
求
す
る

利
益
に
着
目
す
る
見
解
が
重
要
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
は
、
形
成
権
は
、
そ
の
権
利
を
有
す
る
者
が
自
己
に
と
っ
て

最
も
目
的
適
合
的
な
方
法
で
自
己
の
利
益
を
追
求
す
る
た
め
に
、
法
秩
序
の
よ
っ
て
彼
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

こ
の
場
合
の
利
益
を
、
実
体
的
ま
た
は
観
念
的
な
性
質
を
有
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
権
利
の
行
使
ま
た
は
不
行
使
に
向
け

ら
れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
見
解
は
、
形
成
権
も
一
定
の
利
益
を
追
求
す
る
た
め
に
法
秩
序
に
よ
っ
て
一
定
の
人

68國學院法學第52巻第2号 (2014)



に
割
り
当
て
ら
れ
る
と
し
、
こ
の
点
に
債
権
と
の
共
通
性
を
見
出
し
て

19
）

い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
際
、
形
成
権
に
よ
っ
て
追
及

さ
れ
る
利
益
と
し
て
、
形
成
権
を
行
使
す
る
利
益
だ
け
な
く
、
不
行
使
の
利
益
も
含
め
ら
れ
て
い
る
点
で

20
）

あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
取

消
権
や
解
除
権
を
所
持
す
る
利
益
も
、
た
ん
に
契
約
上
の
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
こ
の
見
解
で
は
、
形
成
権
を
有
す
る
「
利
益
」
が
広
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
右
の
見
解
を
前
提
と
す
る
と
き
、
先
の
問
い
に
対
す
る
有
力
説
の
解
答
は
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

一
つ
は
、
譲
受
人
が

そ
の
意
思
に
反
し
て
譲
渡
債
権
を
奪
わ
れ
な
い
と
い
う
利
益
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
取
消
権
・
解
除
権
が
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
場
合
、

彼
が
そ
れ
ら
の
形
成
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
譲
受
人
は
そ
の
譲
り
受
け
た
債
権
を
、
彼
の
意
思
に
反
し
て
奪
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
こ
で
有
力
説
は
、
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
譲
受
人
へ
の
形
成
権
の
移
転
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
譲
渡
債
権
の

維
持
と
い
う
譲
受
人
の
利
益
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
譲
受
人
の
利
益
保
護
は
、
い
わ
ゆ
る
協
力

モ
デ
ル
の
採
用
に
よ
っ
て
も
達
成
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
は
、

と
は
逆
に
、
譲
受
人
に
よ
り
取
消
権
・
解
除
権
が
「
行

使
」
さ
れ
る
場
合
に
、
譲
受
人
の
譲
渡
人
に
対
す
る
一
定
の
権
利
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
譲
受
人
に
も
そ
れ
ら
の
形
成
権
を
有
す
る

こ
と
に
つ
き
利
益
が
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
債
権
売
買
の
場
合
、
債
権
の
買
主＝

譲
受
人
は
、
譲
渡
人
に
対
し
て
債
権

の
対
価
を
支
払
っ
て
い
る
。
他
方
、
債
権
の
売
主＝

譲
渡
人
が
す
で
に
相
手
方
に
対
し
て
債
務
を
履
行
し
て
い
た
場
合
、
相
手
方
は
、

取
消
・
解
除
に
よ
り
、
譲
渡
人
に
対
し
て
受
領
し
た
物
の
返
還
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
譲
渡
人
は
、
債
権
の
対
価
と
返

還
さ
れ
た
財
貨
と
い
う
二
重
の
利
益
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
場
合
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
に
対
し
て
債
権
の
対
価

の
返
還
を
主
張
で
き
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
そ
の
法
的
構
成
に
つ
い
て
は
な
お
見
解
の
一
致
を
見
て
い
な
い
）。
こ
れ

は
、
取
消
権
・
解
除
権
の
行
使
に
よ
っ
て
、
譲
受
人
に
、
い
わ
ば
間
接
的
に
生
じ
る
利
益
だ
と
言
え

21
）

よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
取
消
権
・
解
除
権
を
所
持
す
る
利
益
の
捉
え
方
、
と
り
わ
け

は
、
必
ず
し
も
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
わ
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け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
合
意
に
よ
る
形
成
権
の
移
転
を
認
め
る
有
力
説
に
対
す
る
ゴ
ー
ラ
等
の
批
判
的
見
解
だ
け
で
な
く
、
有

力
説
の
一
部
に
お
い
て
も
、
取
消
権
・
解
除
権
の
機
能
と
し
て
契
約
上
の
債
務
か
ら
の
解
放
が
重
視
さ
れ
て
い
る
点
に
表
れ
て
い
る

（
シ
ェ
イ
ヒ
ン
グ
や
ネ
ル
の
見
解
を
参
照
）。
ま
た

に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

２

他
人
の
法
領
域
に
対
す
る
介
入
の
禁
止

他
人
の
法
領
域
へ
の
介
入
の
禁
止
は
、
と
り
わ
け
債
権
譲
渡
の
場
面
で
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
上
の
債
権
が
譲
渡
さ
れ
る

場
合
、
債
権
者
の
地
位
は
譲
受
人
に
移
転
す
る
が
、
契
約
当
事
者
の
地
位
は
譲
渡
人
の
も
と
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
（
契
約
当
事
者

の
地
位
と
債
権
者
の
地
位
の
分
離
）。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
債
権
譲
受
人
が
譲
渡
人
・
債
務
者
間
の
契
約
関
係
に
つ
き
取
消
権
や
解

除
権
を
行
使
し
て
契
約
関
係
の
変
動
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
、
債
権
を
譲
り
受
け
た
だ
け
の
者
が
契
約
関
係
に
介
入

で
き
る
こ
と
に
な
る
。
伝
統
的
見
解
は
こ
れ
を
禁
止
す
る
（
な
お
、
取
消
権
・
解
除
権
が
譲
渡
人＝

契
約
当
事
者
に
帰
属
す
る
と
解
す

る
場
合
、
譲
渡
人
は
そ
れ
ら
の
行
使
に
よ
っ
て
譲
受
人
の
有
す
る
債
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
（
契
約
当
事
者
に
よ
る
債

権
者
の
地
位
へ
の
介
入
）。
し
か
し
伝
統
的
見
解
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
形
成
権
の
行
使
に
つ
き
譲
受
人
の
同
意
を
要
求
す
る
こ

と
に
よ
り
、
譲
受
人
の
意
思
に
反
し
て
譲
渡
債
権
が
消
滅
す
る
こ
と
が
回
避
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
）。
以
上
の
よ
う
な
「
他
人
の
法

領
域
に
対
す
る
介
入
の
禁
止
」
と
い
う
考
え
方
の
背
後
に
は
、
債
権
譲
渡
に
よ
り
、
契
約
当
事
者＝

譲
渡
人
の
法
領
域
と
個
々
の
債
権

の
所
持
者＝

譲
受
人
の
法
領
域
が
分
離
す
る
と
い
う
テ

22
）

ー
ゼ
、
そ
し
て
譲
渡
人
は
契
約
関
係
の
支
配
者
で
あ
る
と
の
テ
ー
ゼ
が

23
）

あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
有
力
説
は
、
右
の
前
提
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
批
判
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
契
約
上
の
債
権
が
譲
渡
さ
れ
る
場
合
に

お
け
る
債
権
者
の
権
利
の
分
配
に
際
し
、
譲
渡
人＝

契
約
当
事
者
は
契
約
関
係
の
支
配
者
で
あ
り
、
譲
受
人
は
債
権
関
係
の
支
配
者
で

あ
る
、
と
い
う
考
え
方
は
厳
密
さ
を

24
）

欠
く
。
む
し
ろ
、
債
権
の
譲
渡
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
譲
渡
人＝

契
約
当
事
者
の
支
配
が
失
わ
れ
る
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か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
②
合
意
に
よ
っ
て
形
成
権
が
移
転
す
る
と
い
う
法
的
構
成
が
採
用
さ
れ
る
場
合
、
譲
渡
人
は
意
識
的
に

自
己
の
法
領
域
へ
の
介
入
を
譲
受
人
に
認
め
た
こ
と
に

25
）

な
る
。

も
っ
と
も
、
有
力
説
に
お
い
て
も
、
契
約
当
事
者
の
地
位
へ
の
債
権
者
の
介
入
が
全
面
的
に
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま

で
契
約
当
事
者
の
支
配
が
「
ど
の
程
度
」
失
わ
れ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

で
は
、
有
力
説
で
は
、
債
権
譲
渡
に
よ
り
「
ど
の
程
度
」
契
約
当
事
者
の
支
配
が
失
わ
れ
る
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関

し
て
学
説
で
は
、
た
と
え
ば
、
債
権
譲
渡
に
よ
っ
て
譲
受
人
が
「
債
務
関
係
（
契
約
関
係
）
の
経
済
的
支
配
者
」
に
な
る
か
と
い
う
点

を
挙
げ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
お
ま
か
な
指
標
と
し
て
は
便
利
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
誰
が
契
約
関
係
の
経

済
的
支
配
者
と
な
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
よ
り
具
体
化
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
債
権
譲
渡
の
原
因
関
係
ご
と
に
譲
渡
人
・
譲
受
人
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
を
採
用
し
て
い
る
見
解
が
有

益
な
視
座
を
与
え
て
い
る
と
思
わ

26
）

れ
る
。

右
の
点
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
と
り
わ
け
物
債
権
の
売
買
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
取
消
権
・
解

除
権
の
譲
受
人
へ
の
移
転
を
認
め
る
見
解
が
多
い
。
そ
し
て
そ
の
論
拠
と
し
て
、
あ
る
見
解
は
、
物
債
権
の
売
買
は
不
完
全
な
契
約
引

受
で
あ
り
、
譲
渡
人
は
契
約
関
係
か
ら
の
脱
退
を
目
的
と
し
て
い
る
と
い
う
点
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
物
債
権
の
売
買
と
契

約
上
の
地
位
の
移
転
と
の
近
似
性
を
示
唆
し
て
い
な
い
だ
ろ

27
）

う
か
。
こ
の
見
方
が
適
切
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
問
題
を
、

債
権
譲
渡
と
契
約
引
受
の
い
わ
ば
「
中
間
的
な
形
態
」
を
ど
の
よ
う
に
規
律
す
べ
き
か
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
も
有
益
で
あ

る
よ
う
に
思
わ

28
）

れ
る
。

３

形
成
権
の
移
転
に
よ
っ
て
そ
の
相
手
方
は
不
利
益
を
被
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
要
請

Ｂ
Ｇ
Ｂ
お
よ
び
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
債
権
の
移
転
に
よ
っ
て
相
手
方
の
法
的
地
位
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
九
九
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条
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
九
六
条
）。
そ
こ
で
、
形
成
権
の
譲
渡
を
債
権
譲
渡
に
準
じ
て
考
え
る
場
合
、
そ
の
移
転
に
よ
っ
て
相
手
方
の
法

的
地
位
が
侵
害
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
移
転
は
禁
止
さ
れ
る
と
の
解
釈
論
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
債
務
者
の
利
益
保
護
の
視
点

は
、
有
力
説
に
対
す
る
批
判
的
見
解
の
重
要
な
論
拠
で
あ
り
、
無
視
し
え
な
い
も
の
と
考
え
る
（
ル
ー
カ
ス
、
ホ
フ
マ
ン
の
見
解
）。

も
っ
と
も
、
債
権
の
譲
受
人
に
よ
っ
て
取
消
権
や
解
除
権
が
行
使
さ
れ
る
と
し
て
も
、
清
算
関
係
は
契
約
の
当
事
者
間
で
生
じ
る
こ

と
に
な
る
。
よ
っ
て
こ
の
点
で
は
、
形
成
権
の
所
持
者
の
変
更
が
相
手
方
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
譲
受
人
が

譲
渡
人
と
は
異
な
る
利
益
お
よ
び
動
機
の
た
め
に
形
成
権
を
行
使
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
形
成
の
相
手
方
を
保
護
す
べ
き
で
は
な
い
か

も
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
相
手
方
の
利
益
は
保
護
に
値
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
取

消
・
解
除
の
原
因
で
あ
る
詐
欺
・
強
迫
、
債
務
不
履
行
を
惹
起
し
た
の
は
、
相
手
方
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
取
消
権
や
解
除
権
が

債
権
譲
渡
に
準
じ
て

合
意
の
み
に
よ
っ
て
移
転
し
、
相
手
方
へ
の
通
知
は
必
ず
し

も
要
求
さ
れ
な
い
と
す
る
と
、
相
手
方
が
受
領
し
た
形
成
の
意
思
表
示
が
真
の
形
成
権
者
に
よ
る
も
の
か
否
か
が
不
明
確
と
な
る
と
い

う
問
題
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
有
力
説
は
、
こ
の
問
題
点
を
理
由
と
し
て
取
消
権
・
解
除
権
の
譲
渡
性
自
体
を
認
め
な
い
こ
と
に
は

お
お
む
ね
否
定
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
債
権
譲
渡
に
お
け
る
債
務
者
保
護
規
定
の
類
推
等
の
方
法
で
克
服
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

三

有
力
説
内
部
に
お
け
る
対
立

債
権
譲
渡
の
原
因
関
係
の
考
慮
、
契
約
欠
缺
の
補
充
方
法

右
で
伝
統
的
見
解
と
近
時
の
有
力
な
見
解
と
の
対
立
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
た
が
、
有
力
説
の
内
部
に
お
い
て
も
見
解
の
一
致
を

見
て
い
な
い
点
は
多
い
。
そ
の
中
で
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
債
権
譲
渡
の
原
因
関
係
を
考
慮
す
る
か
否
か

と
い
う
点
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
、
原
因
関
係
の
考
慮
を
否
定
す
る
見
解
は
、
相
手
方＝

債
務
者
の
保
護
を
重
視
す
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
に
と
っ
て
譲
渡
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人
・
譲
受
人
間
の
内
部
関
係
は
通
常
は
認
識
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
原
因
関
係
に
基
づ
く
権
利
の
分
配
は
、
債
務
者
に
と
っ

て
不
測
の
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
見
解
は
、
原
因
関
係
で
は
な
く
、
処
分
行
為
と
し
て
の
債
権
譲
渡
の
目
的
を

考
慮
し
て
権
利
の
帰
属
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
、
債
権
譲
渡
の
目
的
は
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
債
務
者

も
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
肯
定
説
は
、
債
権
譲
渡
は
様
々
な
経
済
的
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
譲
渡
人
・
譲
受
人
の
利
益
状
況
も
そ
れ
に
応
じ
て
多
様
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
債
務
者
の
保
護
に
関
し

て
は
、
債
権
譲
渡
の
債
務
者
保
護
規
定
の
類
推
適
用
に
よ
り
保
護
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
反
論
し
て
い
る
。

右
の
議
論
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
し
て
お
き
た
い
。

⒜

第
一
は
、
契
約
上
の
債
権
が
譲
渡
さ
れ
る
際
の
取
消
権
・
解
除
権
の
帰
属
を
め
ぐ
る
利
害
関
係
は
、
債
権
譲
渡
の
経
済
的
目
的

に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
よ
っ
て
、
債
権
譲
渡
の
す
べ
て
の
場
合
を
画
一
的
に
取
り
扱
う
の
で
は
な
く
、
原
因
関
係
ご
と

に
譲
渡
人
・
譲
受
人
・
債
務
者
の
利
益
を
考
量
し
、
妥
当
な
解
決
を
探
求
す
る
こ
と
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
以
上
の
点
を
指
摘
し
た
こ
と
は
、
右
の
原
因
関
係
を
考
慮
す
る
見
解
の
大
き
な
功
績
で
あ
る
と
考
え
る
。

も
っ
と
も
、
右
の
利
益
考
量
の
結
果
、
譲
受
人
の
利
益
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
形

成
権
の
移
転
と
い
う
構
成
を
採
用
す
る
の
が
妥
当
か
ど
う
か
は
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
協

力
モ
デ
ル
の
適
用
に
よ
る
解
決
と
の
関
係
も
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

⒝

第
二
は
、
⒜
と
も
関
連
す
る
が
、
形
成
権
の
移
転
に
よ
り
生
じ
得
る
相
手
方
（
債
務
者
）
の
不
利
益
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
債
権
譲
渡
に
準
じ
て
そ
の
債
務
者
保
護
規
定
を
類
推
適
用
す
る
か
、
そ
れ
以
上
に
原
因
関
係
の

考
慮
を
否
定
す
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
債
権
譲
渡
の
場
合
に
お
い
て
取
消
・
解
除
原
因
が
債
務
者
側
に
あ
る
と
き

は
、
こ
の
こ
と
が
譲
受
人
へ
の
取
消
・
解
除
権
移
転
の
正
当
化
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
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⒞

最
後
に
、
形
成
権
の
帰
属
に
関
す
る
合
意
の
欠
缺
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
補
充
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
付
言
し
て
お

く
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

第
一
に
、
契
約
引
受
や
債
権
譲
渡
の
場
合
に
お
け
る
形
成
権
の
移
転
は
、
現
行
民
法
典
上
規
律
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
通
常
こ
れ

に
関
す
る
合
意
も
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
二
重
の
欠
缺
」
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
契
約
引

受
の
際
に
形
成
権
の
帰
属
に
関
す
る
合
意
が
な
い
こ
と
を
契
約
の
欠
缺
と
捉
え
る
こ
と
に
は
異
論
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
と
い
う
の
は
、
一
体
説
で
は
、
契
約
関
係
は
権
利
義
務
の
有
機
的
な
総
体
で
あ
り
、
契
約
引
受
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
が
包
括
的
に
移

転
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
契
約
関
係
か
ら
生
じ
る
形
成
権
は
契
約
引
受
の
合
意
に
黙
示
的
に
含
ま
れ
て
い
る
と

考
え
る
の
が
論
理
的
で
あ
り
、
あ
え
て
契
約
の
欠
缺
と
捉
え
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
契
約
欠
缺
の
補
充
方
法
に
関
し
て
補
充
的
契
約
解
釈
を
主
張
す
る
見
解
と
任
意
法
規
の
継
続
的
形
成
を
主
張
す
る
見
解
が

あ
る
が
、
両
者
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
の
議
論
は
、
二
重
の
欠
缺
の
補
充
方
法
に
つ
き
任
意
法
規
の
継
続
的
形
成
と
補
充
的
契
約
解
釈
を
区
別
す
る
こ
と
を
前
提
と
す

る
。
両
者
の
違
い
は
、
前
者
は
、
解
決
の
対
象
と
な
る
事
態
が
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
、
後
者
は
、
事
態
が
非
典
型

的
で
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
原
因
関
係
を
考
慮
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題
と

も
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
任
意
法
規
の
継
続
的
形
成
を
主
張
す
る
見
解
は
、
原
因
関
係
の
考
慮
を
否
定
す

る
。
こ
れ
は
、
相
手
方
保
護
の
観
点
か
ら
、
契
約
引
受
や
債
権
譲
渡
に
お
い
て
形
成
権
の
帰
属
が
問
題
と
な
る
場
面
に
つ
い
て
典
型

的
・
一
般
的
な
事
態
を
想
定
し
、
そ
の
典
型
的
な
解
決
方
法
を
探
求
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
補
充
的
契
約
解
釈
を
主
張
す
る
見
解
は
、
契
約
引
受
行
為
・
債
権
譲
渡
行
為
の
当
事
者
の
多
様
な
利
益
を
考

量
す
る
た
め
に
原
因
関
係
を
考
慮
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
非
典
型
的
・
個
別
的
な
事
態
を
想
定
し
た
解
決
方
法
を
探
究
す
る
こ
と
が
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必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
補
充
的
契
約
解
釈
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ

29
）

れ
る
。

１
）

ハ
ッ
テ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、「
契
約
に
関
連
す
る
形
成
権
」
に
属
す
る
と
さ
れ
る
取
消
権
や
解
除
権
が
契
約
当
事
者
の
地
位
か
ら
分
離
で
き
な
い
と
す

る
見
解
に
対
し
て
、
構
成
的
法
律
学
の
法
律
的
自
然
主
義
で
あ
る
と
す
る（

H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
431)

。

２
）

伝
統
的
見
解
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
契
約
当
事
者
の
地
位
参
照
。

３
）

ド
イ
ツ
で
は
、
債
権
は
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
の
合
意
に
よ
っ
て
移
転
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
九
八
条
）。
こ
の
こ
と
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で

も
同
様
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、D

u
llin

g
er,

a
a
O
,
S
.
107)

。

４
）

取
消
権
・
解
除
権
は
、
契
約
当
事
者＝

債
権
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
に
関
し
て
右
の
よ
う
な
問
い
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
は
従
来
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
伝
統
的
な
見
解
で
は
、
こ
れ
を
強
行
規
定
的
な
も
の
と
捉
え
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
伝
統
的

見
解
で
は
、
仮
に
債
権
の
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
で
取
消
権
・
解
除
権
を
譲
受
人
に
移
転
す
る
合
意
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
契
約
当
事
者
の
地
位
と
こ
れ
ら

の
形
成
権
の
不
可
分
性
を
理
由
と
し
て
当
該
合
意
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
合
意
に
基
づ
く
形
成
権
の
移

転
を
肯
定
す
る
見
解
で
は
、
こ
の
ル
ー
ル
は
む
し
ろ
任
意
規
定
的
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
反
対
の
合
意

（
取
消
権
・
解
除
権
が
譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
の
合
意
）
が
あ
れ
ば
、
取
消
権
・
解
除
権
は
譲
受
人
に
移
転
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

５
）

債
権
が
譲
渡
性
を
獲
得
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
周
知
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
こ
こ
で
改
め
て
論
じ
る
こ
と
は
し
な
い
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
ケ
ッ
ツ
（
潮
見
佳
男
・
中
田
邦
博
・
松
岡
久
和
訳
）『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
Ⅰ
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
九
年
）
四
九
六
頁
以
下

等
を
参
照
。

６
）

こ
れ
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、H

a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
427ff.

７
）

た
と
え
ば
ド
イ
ツ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
瑕
疵
担
保
解
除
権
や
告
知
権
の
独
立
的
譲
渡
に
関
す
る
判
断
の
中
で
、
そ
の
可
否
そ
の
も
の
の
判
断
に

つ
い
て
未
解
決
の
ま
ま
と
し
つ
つ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
か
よ
う
な
法
律
行
為
は
、
形
成
権
の
行
使
権
限
の
授
権
へ
の
転
換
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
（
無
効

行
為
の
転
換
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
〇
条
参
照
）。
そ
の
際
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が
持
ち
出
し
た
根
拠
は
、「
解
釈
学
的
な
根
拠
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ

っ
た
。
以
上
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
一
節
二
３
（
注

43
））
を
参
照
。

８
）

債
権
譲
渡
の
場
合
に
つ
き
な
お
授
権
構
成
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
、S

ch
m
id
t -K

essel in
 
J.v

o
n
 
S
ta
u
d
in
g
ers K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
u
r-

g
erlich

en G
esetzb

u
ch m

it E
in
fu
h
ru
n
g
sg
esetz u

n
d N

eb
en
g
esetzen

,
E
ck
p
feiler d

es Z
iv
ilrech

ts,
N
eu
b
ea
rb
eitu

n
g
2011,

H
 
R
d
n
.
11.
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９
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
形
成
権
の
独
立
的
譲
渡
」
参
照
。

10
）

H
a
tten

h
a
u
er,

R
ech

tsg
esta

ltu
n
g
,
S
.
427.

11
）

伝
統
的
見
解
と
有
力
説
と
の
結
論
の
異
同
は
、
大
ま
か
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
言
え
る
。

⒜

合
意
に
基
づ
く
契
約
引
受
に
関
し
て
言
え
ば
、
要
件
が
具
備
さ
れ
、
契
約
当
事
者
の
地
位
が
移
転
す
る
場
合
、
説
明
の
仕
方
に
違
い
は
あ
る
に

せ
よ
、
結
論
の
面
で
は
い
ず
れ
の
見
解
も
同
じ
と
な
る
（
取
消
権
・
解
除
権
が
移
転
す
る
）。
し
か
し
、
契
約
引
受
に
つ
き
残
存
当
事
者
の
同
意
が
得

ら
れ
な
い
場
合
や
、
双
務
契
約
の
一
方
当
事
者
が
債
務
の
す
べ
て
を
履
行
し
た
後
、
そ
の
債
権
の
す
べ
て
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
違
い
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
場
合
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
契
約
引
受
に
関
す
る
一
体
説
に
従
う
限
り
、
契
約
当
事
者
の
地
位
は
移

転
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
伝
統
的
な
見
解
で
は
、
取
消
権
や
解
除
権
も
移
転
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
有
力
説
で
は
、
こ
れ
ら
の

場
合
に
も
そ
れ
ら
の
形
成
権
が
移
転
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

⒝

債
権
譲
渡
の
場
合
、
伝
統
的
見
解
で
は
、
取
消
権
・
解
除
権
は
譲
渡
人
に
帰
属
す
る
（
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
行
使
に
際
し
て
は
譲
受
人
の
同
意

を
必
要
で
あ
る
）。
こ
れ
に
対
し
て
有
力
説
で
は
、
債
権
譲
渡
行
為
の
当
事
者
の
合
意
が
あ
れ
ば
譲
受
人
へ
の
形
成
権
の
移
転
が
認
め
ら
れ
る
。
合
意

が
な
い
場
合
に
関
し
て
は
、

原
因
関
係
ご
と
に
整
理
す
る
と

間
接
代
理
と
物
債
権
の
売
買
の
場
合
に
関
し
て
は
、
譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
の

見
解
が
多
い
。

12
）

こ
れ
に
対
し
て
、
取
立
の
た
め
の
債
権
譲
渡
や
間
接
代
理
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
対
立
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

13
）

右
の
よ
う
な
形
成
権
の
三
分
類
は
、
合
意
に
よ
る
形
成
権
の
移
転
を
認
め
る
見
解
で
は
不
要
と
な
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
必

ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
の
見
解
で
は
、「
債
権
に
関
連
す
る
形
成
権
」
と
「
契
約
に
関
連
す
る
形
成
権
」
の
区
別
が
な

お
維
持
さ
れ
て
い
る（

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
291ff )

。
も
っ
と
も
、
こ
の
見
解
で
は
、
形
成
権
の
か
よ
う
な
性
質
決
定
は
、
利
害
関
係
人
の
利
益
考

量
を
通
じ
て
、
個
々
の
形
成
権
が
個
別
事
例
に
お
い
て
誰
に
帰
属
す
る
か
を
詳
細
に
検
討
し
た
う
え
で
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
伝
統
的
見
解
と

同
列
に
扱
う
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

14
）

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
44.

15
）

た
と
え
ば
、v

o
n T

u
h
r,
a
a
O
,
1910,

S
.
226

(F
n
.
25)

。

16
）

S
tein

b
eck

,
a
a
O
,
S
.
44.

17
）

L
a
ren

z /W
o
lf,
A
llg
em
ein
er T

eil d
es B

u
rg
erlich

en R
ech

ts,
9.,
n
eu
b
ea
rb
.
u
n
d erw

 
A
u
fl.,

2004,
S
.
271.
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18
）

H
o
ffm

a
n
n
,
a
a
O
,
S
.
188.

19
）

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
24.

20
）

B
y
d
lin
sk
i,
a
a
O
,
S
.
290.

21
）

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
瑕
疵
担
保
解
除
権
の
独
立
的
譲
渡
に
関
す
る
議
論
も
参
考
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
判
例
・
通
説
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
取
引
に
お
い
て
、
リ
ー
ス
業
者
が
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
し
て
有
す
る
瑕
疵
担
保
解
除
権
が
独
立
的
に

ユ
ー
ザ
ー
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
行
使
に
よ
り
売
買
契
約
が
解
消
す
る
と
き
、
行
為
基
礎
の
脱
落
を
理
由
と
し
て
リ
ー
ス

業
者
・
ユ
ー
ザ
ー
間
の
リ
ー
ス
契
約
も
解
消
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
ユ
ー
ザ
ー
は
、
売
買
契
約
の
解
消
に
よ
り
、
リ
ー
ス
契
約
の
解
消
と
い

う
、
い
わ
ば
間
接
的
な
利
益
を
享
受
し
て
い
る
と
言
え
る
と
思
わ
れ
る
（
以
上
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
形
成
権
の

独
立
的
譲
渡
」
八
九
頁
以
下
参
照
）。

22
）

G
o
lla
,
a
a
O
,
S
.
30.

ま
た
、
形
成
権
を
債
権
に
関
連
す
る
も
の
と
契
約
に
関
連
す
る
も
の
と
に
区
別
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
分
類
の
背
後
に
は
、

こ
の
考
え
方
が
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

23
）

G
ern

h
u
b
er,

a
a
O
,
S
.
78
;
S
ch
w
en
zer,

A
cP

182,
214,

218ff
;
D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
295.

24
）

す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
契
約
当
事
者
の
法
領
域
と
債
権
者
の
法
領
域
の
区
別
に
対
し
て
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
の
帰
属
の
観
点
か
ら
も
疑
問
が

呈
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
通
説
は
、
債
権
譲
渡
に
よ
り
、
損
害
賠
償
請
求
権
は
譲
受
人
に
帰
属
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
譲
受
人
が
差
額

方
式
に
よ
り
損
害
賠
償
請
求
で
き
る
と
す
る
と
、
そ
の
際
に
な
さ
れ
る
給
付
と
反
対
給
付
の
差
引
勘
定
は
、
そ
の
効
力
の
点
で
、
財
貨
交
換
が
実
行
さ

れ
る
前
の
解
除
の
効
果
と
広
く
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
で
、
解
除
権
は
譲
受
人
に
は
帰
属
し
な
い
と
す
る
こ
と
と
は
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
に

な
る（

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.
308

;
G
o
lla
,
a
a
O
,
S
.
85f )

。

25
）

デ
ル
ナ
ー
は
、
債
権
譲
渡
に
よ
り
、
債
権
と
と
も
に
契
約
当
事
者
た
る
地
位
の
一
部
も
譲
受
人
に
移
転
す
る
と
説
明
す
る（

D
o
rn
er,

a
a
O
,
S
.

154)

。

26
）

合
意
に
よ
る
形
成
権
の
移
転
を
認
め
る
見
解
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ー
ラ
や
ル
ー
カ
ス
の
見
解
で
も
、
譲
渡
人
・
譲
受
人
に
つ
き
詳
細
な
利
益
考
量
が
行

わ
れ
て
い
る
。

27
）

物
の
引
渡
し
を
目
的
と
す
る
）
債
権
の
譲
渡
が
実
質
的
に
契
約
引
受
に
近
い
か
否
か
を
判
断
す
る
際
、
譲
渡
債
権
が
、
経
済
的
に
見
て
、
残
り
の

債
務
関
係
よ
り
も
重
要
で
あ
る
か
否
か（

N
o
rr /S

ch
ey
h
in
g
,
a
a
O
,
S
.
235

(F
n
. 25）

）
等
の
基
準
も
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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28
）

こ
の
点
に
関
連
し
て
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
譲
渡
人
の
債
務
者
（
相
手
方
）
に
対
す
る
反
対
給
付
義
務
で
あ
る
。
た
と
え
ば
解
除
権
が
譲
受
人
に

移
転
す
る
こ
と
を
認
め
る
見
解
は
、
そ
の
行
使
に
よ
っ
て
譲
渡
人
は
反
対
給
付
義
務
か
ら
免
れ
る
の
で
、
彼
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
と
す
る
。
他
方
、

譲
渡
人
に
は
債
務
者
と
の
契
約
関
係
を
維
持
す
る
利
益
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る（
L
u
k
a
s,
a
a
O
,
S
.
237)

。
ま
た
、
譲
受
人
の
保
護
と
し
て
代
償
方

式
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
重
視
す
る
見
解
で
は
、
譲
渡
人
が
反
対
給
付
義
務
か
ら
免
れ
る
利
益
は
、
損
害
賠
償
請
求
に
比
し
て
低
い
も
の
と
評
価

さ
れ
る（

G
o
lla
,
a
a
O
,
S
.
157)

。

29
）

も
っ
と
も
、
こ
の
見
解
は
原
因
関
係
ご
と
に
事
例
類
型
を
構
築
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
、「
典
型
」
と
「
非
典
型
」
と
の
区
別
は
相
対
的
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

國
學
院
法
学
五
一
号
三
号
お
よ
び
同
四
号
に
掲
載
し
た
本
稿
の
記
述
に
以
下
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

１

國
學
院
法
学
五
一
号
三
号

・
三
六
頁
右
か
ら
四
行
目

【
誤
】

デ
ル
ナ
ー
の
見
解
が
そ
れ
で
あ
る
。

【
正
】

デ
ル
ナ
ー
の
見
解
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
こ
の
見
解
は
、
契
約
の
欠
缺
を
、
補
充
的
契
約
解
釈
で
は
な
く
、
任
意
法
規
の
継
続

的
形
成
に
よ
っ
て
補
充
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
見
る
見
解
と
の
関
係
上
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
。

・
三
九
頁
右
か
ら
一
四－

一
五
行
目

【
誤
】

取
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

⑶

形
成
権
の
相
手
方
の
保
護
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【
正
】

取
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
Ｃ
〕

任
意
法
規
の
継
続
的
形
成
に
よ
る
補
充

す
で
に
紹
介
し
た
デ
ル
ナ
ー
は
、
形
成
権
に
関
す
る
契
約
の
欠
缺
を
、
補

充
的
契
約
解
釈
で
は
な
く
、
任
意
法
規
の
継
続
的
形
成
に
よ
り
補
充
す
る
立
場
に
立
つ
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
箇
所

を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑶

形
成
権
の
相
手
方
の
保
護

・
四
九
頁
右
か
ら
三
行
目－

四
行
目

【
誤
】

こ
の
中
で
、
…
…
パ
パ
ニ
コ
ロ
ウ
で
あ
る（
P
a
p
a
n
ik
o
la
o
u
,
a
a
O
,
S
.
66)

。

【
正
】

右
の
一
文
は
削
除
し
て
く
だ
さ
い
。

・
四
九
頁
四
行
目

【
誤
】

シ
ュ
ベ
ン
ツ
ア
ー
の
見
解
は
、
お
そ
ら
く
パ
パ
ニ
コ
ロ
ウ

【
正
】

シ
ュ
ベ
ン
ツ
ア
ー
の
見
解
は
、
こ
れ
ら

２

國
學
院
法
学
五
一
号
四
号

・
三
八
頁
右
よ
り
一
七
行
目

【
誤
】

仮
定
的
意
思
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り

【
正
】

仮
定
的
意
思
を
確
定
す
る
こ
と
、
ま
た
は
任
意
法
規
の
継
続
的
形
成
に
よ
り
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